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２）１）を基盤に，現在のアメリカにおける MilSWの活動に従事する専門職に必要とされ   
ている知識・技術ならびに教育機関における MilSWer の養成課程において教授されている 
知識・技術の体系と概要の把握ならびに分析を行い，その特徴および独自性を明らかにす 
る．（第３・４・５・６章） 
３）１）・２）課題から明らかとなった事項を基盤に，我が国の状況に即した類似または    








































業」として紹介されており，さらにより具体的な活動としては，山下英三郎が 1986 年（昭和 61 年）から
埼玉県所沢市において，当時の所沢市教育長の要請により嘱託の教育相談員として「スクールソーシャル
ワーク」の実践を始めた（大崎 2008：27）ことがあげられる． 
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福祉士養成校協会（2014）の Web サイト( http://www.jascsw.jp/ssw.html )を参照．なお，これらスク
ールソーシャルワークの歴史的変遷については，門田：2010，中：2007，日本学校ソーシャルワーク学会
：2008，日本スクールソーシャルワーク協会：2008，文部科学省：2006 に詳しい． 
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  アメリカにおけるソーシャルワークの状況を把握する一つの方法として，本研究では 
National Association of Social Workers（全米ソーシャルワーカー協会，以下，NASW と
する）に着目した．NASW は，機関誌『Social Work』や『Encyclopedia of Social Work』
など専門誌及び学術誌を発行しており，それらによる検証も一つの方法として考えられる
が，本研究では，現在の情報社会の中で多くの人々の目に触れ，今日では情報入手の一手
段として定着している Webサイトを参考にした．NASW の Webサイトでは 2008 年当時
「Socialwork Profession」についての記述があり，そこではソーシャルワーカーは地域生

























「adjective relating of soldiers or armed forces , noun( the military ) the armed 
3 本研究において取り上げたＮＡＳＷのホームページの「Socialwork Profession」の内容は下記のとお
りりである． 以下，具体的な領域名の一部を文のまま列挙する． Mental Health Therapy ・Disaster 
Relief・Miltary Social Work ・Rural Social Work ・Adoption & Foster Care ・ Child Welfare Services 
・Family Preservation Services ・Homeless Family Assistance ・Eating Disorders・Genetics ・Hospital 
Social Work ・Crisis Intervention ・School Violence ・Hospice and Palliative Care ・ Depression 
・Institutional Care ・Chronic Pain ・Outpatient Treatment ・Development Disabilities ・
International Social Work・Advocac 
 
4 自衛隊の英訳は，ＪＳＤＦ＝Japan Self-Defense Forces とされており，アンカー英和辞典(学研)に
よると，Force とは，「力・暴力・腕力・軍隊・部隊・気力・迫力・影響力・効果」とされている． 
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の MilSW の実践経過から，MilSW の支援視点・知識・技術を基盤とした研修プログラムの
構築ならびに導入が有効であるという仮説のもと，我が国の情勢に応じた研修プログラム
の試案と展望について提言を試みることを目的とする． 
6 Military Social Workに関わる文献では，Militaryに属する軍人・兵士について，Service Membersの他Active 
Duty といった表現も用いられており，いずれも現役の軍人・兵士を意味するものと解釈できる． 
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第３節 研究方法と本論文の構成 
１ 研究方法 
 本論文では，先に挙げた研究目的にそって，先ずはアメリカの MilSW の概要ならびに実
践状況さらに MilSWer の養成体系に関わる文献・資料を基に論究をすすめた．その際に，
MilSWに関わる各種専門書ならびに原著論文だけではなく，アメリカにおける MilSWの実







 また，アメリカにおいては既に複数の大学院で MilSWer の養成課程が設置されているが，
筆者はその一つである南カリフォルニア大学（University of Southern California：School 
of Social Work，以下，USC）の Sub concentrationsの「Military Social Work & Veteran
’s Services」（2011 年当時）にて，1年間（2011 年 8月中旬～2012 年 8 月中旬）聴講生
として複数の科目を受講すると共に，その関連機関である Center for Innovation and 











Social Work に着目し，その相関性について把握することで，MilSW が伝統的なソーシャル
ワークの理論体系に根ざした展開を行っている点について整理する． 






 第３章では，各種先行研究を元に MilSW の概要と定義について論究する．詳細としては，
各種の文献ならびに実際に SM・MF・VTへの支援を行っているアメリカの各種機関の資料に


















 第６章では，アメリカにおけるMilSWerの養成課程の現状に関し，Council on Social Work 
Education（全米ソーシャルワーク教育協議会，以下，CSWE とする）が作成し公表してい
る MilSW の専門職養成の指針である『Advanced Social Work Practice in Military Social 
7 Deployment とは，Military における活動としての派遣・展開・配置・配備ならびに派兵等をあらわす
語句として使用されることが多いが，本研究では平時及び有事における米国内ならびに国外への任務にお
ける移動ならびにその活動をあらわすものとして理解し使用する． 
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(1)科学研究費助成事業・挑戦的萌芽研究 課題番号 23653164  （平成 23～25 年度） 
（ミリタリーソーシャルワークにおける Deployment サポートプログラムの研究） 
(2)科学研究費助成事業・挑戦的萌芽研究 課題番号 26590124（平成 26～28年度） 
 (自衛隊員と家族の派遣活動段階に即したソーシャルワーク支援システム開発に関する研究) 
２）論考 
(1)アメリカにおけるMilSW実践に関する一考察  ―Military Social Worker の養成課程をふまえ 
て― 『九州社会福祉学年報 第 6 号』 平成 26 年 10 月 30日 
(2)Military Social Workにおける家族支援活動に関する一考察―陸上自衛隊の家族支援活
動― 『九州社会福祉学年報 第２号』 平成 23 年 3 月 25日 
(3)Military Social Worker の養成課程と Military Culture に関する一考察 『福祉社会
学部論集』第 32 号第 2 号 平成 25年 11 月 1 日 
(4)Military Social Workにおける Deployment Cycle Supportに関する一考察(その１) 『福
祉社会学部論集』第 32 号第 3 号 平成 26 年 2 月 1 日 
(5)Military Social Work における Deployment Cycle Support に関する一考察(その２)『福 
祉社会学部論集』 第 32 号第 4号 平成 26 年 2 月 1 日 
上記の論考は，本研究をまとめる段階でいずれも大幅に加筆修正されている． 
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 2014 年 7 月 9 日～12 日,オーストラリア・メルボルンで開催された国際ソーシャルワー
ク連盟（IFSW）, 国際ソーシャルワーク教育学校連盟（IASSW）,国際社会福祉協議会（ICSW）
の主催による，ソーシャルワーク，教育及び社会開発に関する合同世界会議 2014 の IFSW
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基準（Educational Policy and Accreditation Standards」を例にあげ，「認定基準
（Accreditation  Standards）の項目で構成されている教育方針および認定の機能の章の





















2012 年から 2020 年までのソーシャルワークの行動目標を定めたものであり，日本語版は 
http://www.icsw.org/images/docs/GlobalAgenda/GA_J_8Mar.pdf より閲覧できる． 
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２ Occupational Social Workの視点より 
 MilSW の構成について Occupational Social Work の視点からの論究は複数確認されてお
り（Applewhite, Hamlin,BrintzenhofeSzoc, Timberlake:1995 , Du Plessis: 2001 , Kruger, 
Van Breda:2001)，いずれも MilSW の基盤の一つとしての Occupational Social Work との
関係ならびに MilSW の発展過程における Occupational Social Work との関連について論考
が行われているが，MilSW に対する Occupational Social Work からの考察として，MilSW












 また，MilSW は Occupational Social Work がモデルであるとして提示されることが多い
とし，その上で MilSW のこれまでの活動が，メンタルヘルスや薬物乱用の治療プログラム
を展開してきたことを前提に「MilSWer と軍隊組織との関係は，Occupational Social 
Workerを雇用する機関との関係と同等である」（Garber，McNelis 1995：1726)という見
解も確認される． 
 さらに，MilSW の構成要素との関係から，「MilSW は一般的に，ソーシャルワークの構成
要素と考えられている 7 つの分野の実務を網羅する．つまり，子どもと家族，職業，健康，
精神衛生，高齢，教育，そして矯正である」（Garber,McNelis 1995：1726)としており，
さらに，これまでの MilSWer の活動を振り返り，「Militaryでは，多くの MilSWer に万能
な臨床者としての柔軟な対応力を求めている．MilSW の歴史的変遷からみても，MilSWer
ジェネラリストとしての技術により彼らはシステム上の全てのレベルで兵士とその家族の
- 19 - 
福祉や質の高い暮らしに対して豊かな貢献を行ってきた」（Garber,McNelis 1995：1726)
と指摘している． 
 また，南アフリカにおける MilSWに関する先行研究 12の中では，MilSW の実践モデルの
一つとして，Occupational Social Work が示されている．その中で，南アフリカにおける
MilSWはその発展の過程で，Googins ,Godfrey (1987)ならびに Prentice , Ozawa (1980)
の影響を受けたとしており，「南アフリカで MilSWの進化を形作る上で，特に高度な組織
ベースのマクロな活動に向かってソーシャルワーカーを挑ませていく点で，これらのモデ
ルには価値があった」（Vvan Breda 2012：22)とし，その後，南アフリカでは 1997 年に
MilSWの実践経緯の中で，1997 年に新たに「MilSW Practice Model」（以下，MilSWPM）を
開発したとし，この MilSWPM については MilSW の実践における『ミクロ・マクロの分断を
連結し，ミクロ・マクロの連続性を直線から円に変え，潜在的なクライエントシステムに
取り組む．社会福祉の要求に即して，Occupational Social Worker のさまざまな「ステー
ジ」を統合する』（Vvan Breda 2012：22)としている． 














 さらに，Hassan ，Flynn(2012：277-279)は，MilSW が他の領域のソーシャルワークとの
大きな違いとして，MilSW の対象となる軍隊が「①戦争と暴力とのはっきりとしたつなが
12南アフリカにおける MilSW については，本研究第３章・第２節および第４章・第２節において詳述する 
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第２章 MilSW概論 －歴史的変遷と概要－ 
はじめに 







た，現在に至るまでの MilSW の歴史的変遷と現況，特に全世界に大きな影響を与えた 9.11
以降の現況について目を向けることで，第３章以下において論証する MilSWならびに
Military そのものについての認識を深めることにつながると考える． 






 本節では，ＮＡＳＷが監修・発刊し，長年にわたり版を重ねている『Encyclopediqa of 









し入院した兵士を任務に戻すことであった．さらにその後，The Army Relief Society（連
邦軍救済協会）が，兵士の夫を亡くした妻や保護者を失った子ども等の要支援者のために




















 しかしながら，以上のような過程は決して平坦なものではなく，先にあげた Elizabeth， 
Ross．は第二次世界大戦後に次のように述べたとされている． 
 
"Time and again the refrain has rung out: 'Where is the profession? What are 
the professional organizations doing in this war if they leave it up to each GIMPSW 
[military psychiatric social worker] to explain to the army what social workers 
are trained to do?"'. 「何度も繰り返し同じ文句が叫ばれている．専門家はどこに
いる? ソーシャルワーカーが何の訓練を受けているのかを軍隊に説明することを，そ
れぞれの GIMPSW [軍隊精神医学ソーシャルワーカー] に任せてしまうとしたら，専門
家組織はこの戦争において何をするつもりだろうか?」（19th）． 
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これは，当時のアメリカにおいて，この MilSW については十分な理解が得られない側面
があったことを示しており，つまり，初めてソーシャルワーカーを受け入れる軍隊だけで







 第二次世界大戦後，Army Medical Service Corps（陸軍医療看護局）の特別職として PSW
が創設され，それにより今日の MilSW が本格的に始動し始めたといえる．最初の士官はこ





  さらに，1950 年に始まった朝鮮戦争では MilSW の活動の拡大化され，1952 年の 5 月ま































第２節 ベトナム戦争終結以降のアメリカ各軍の MilSWの歴史的変遷 
 本節では，ベトナム戦争終結以降のアメリカの MilSWの展開の経過について，第 1節と










経過を踏まえて，アメリカ各軍における MilSW の変遷を整理する． 
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１ U.S.Armyにおける MilSWの歴史 






られる Army Social Worker というポジションが確立された．1976 年 1 月時点で，活動し
ていた 42 名の士官が民間の大学に入学を許可され博士課程の訓練を受け，このうち 31名
は学位を取得した．さらに，1976 年には 5 名の Army の士官が大学のソーシャルワークの
博士課程訓練に参加した．Armyの医療および精神医療現場は，正式な規定で専門のソーシ
ャルワーカーを完備し，その多くは士官であった(17th)． 










の現場にいるソーシャルワーク士官が The Army Community Service プログラムの専門コン
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そこでは SM と MFの生活やそのコミュニティーに影響する多岐にわたる事例の研究が行わ
れた．また，捕虜の送還，災害復旧，そして人道支援の実施にも関与しており，Army は，
世界中に派遣先に同行するソーシャルワーカー，精神科医等による特別チームを編成して
いる．彼らは SM が戦争による感情的なストレスに対処することをサポートし，また SM が
自宅およびコミュニティーへ帰り再会することにかかわる支援活動を担うものとされ，こ
れらの活動は，心的外傷後ストレス反応や心的外傷後ストレス障害を予防し，改善が目的
- 27 - 
とされていた(19th)．なお，Army におけるソーシャルワークの概要については，Dashkina 








 また，U.S.Army におけるソーシャルワークは，1980 年代には軍の組織の一部として切り
離せないものになっており，それにより次の４つの成果がもたらされた． 
①1965年の Army Community Service の設立． 
 これにより，個人及び家族の問題を軽減する為の全ての利用可能な軍事及び民間の資源
をまとめるシステムが展開されたとしている．この活動に従事するスタッフの大部分は，













13 NATO Research Fellowships Programme として公表している資料において，1990 年代までの U.Army の Military Social 
Work の状況について，The System of Social Support and Help to ex-officers and their families in Great Britain, the United 
States of America and Russia の中で報告されている． 
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２ U.S.Air Forceにおける MilSWの歴史 
  Air Forceでは，1947 年に別部門として設立されたため(Jenkins 1999：27)，それまで
のソーシャルワークの基本的な任務は，Army の医療施設におけるメンタルヘルス部門に対
する支援サービスであった(17th)． 
 そして，Air Force 独自のソーシャルワークプログラムは 1952 年に始まり，その基本的
な使命は空軍の医療施設内の精神衛生部門への支援的な臨床サービスの提供であった．             
1975 年には，専門的な訓練を受けたソーシャルワーカーが 128 名，そして専門的訓練
を受けた 7 名および未訓練の 5 名の民間人ソーシャルワーカーが常勤で配属された．こ
れらの人材は，病院でのメンタルヘルスサービス，精神衛生，およびコミュニティでのメ
ンタルヘルスクリニック，家族医研修プログラム，集権型矯正施設，薬物・アルコール対
策プログラム，そして Civilian Health and Medical Program of the Uniformed Services14
や軍医総監局のスタッフ配置などの様々な現場で機能した．数名のソーシャルワーカーた
ちは，アルコール対策センタープログラムのディレクターやメンタルヘルスサービスのチ







 1975 年，Air Force において児童擁護プログラムが創始された．このプログラムの地域








健康管理及び医療サービスを管理する DoD の一部門とされる． 
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た家族メンバーのプログラム，そして（3）訪問/予防サービス，とされていた．近年では
Air Force のソーシャルワーカーの数は急増しており，彼等のソーシャルワーク・サービ








Air Force のソーシャルワーカーは アルコール・リハビリテーションセンターの所長を務
め，そのうちの一つは外来患者専用病院である(19th)． 
 また，Air Force ではソーシャルワーカーを「砂漠の盾作戦」と「砂漠の嵐作戦」の支
援のため，または自然災害（ハリケーン・アンドリュー）や人道目的の活動（ソマリアで
の希望の回復作戦）のために，空輸可能な病院の一部として派遣した(19th)．さらに，1996
























Navy，Marin Corp のメンバーを支援し，同じように常に Air Forceのメンバーも支援して
いた経過が把握される(20th)． 
 
３ U.S.Navyにおける MilSWの歴史 
 Navy においてソーシャルワーカーが初めて雇用されたのは，1945年，第二次世界大戦
後であったとされる．当初，Navy のソーシャルワークプログラムは，赤十字および Navy 











 1980年に Navy Medical Department（海軍医療部）は，12 名の軍人のソーシャルワーカ
ーを任用し選抜された海軍病院と診療所へ配属した．1983 年春には Navy Medical 
15本研究第 4 章・第 3 節でも述べるが，海外等での活動から帰還した SM が通常の生活に復帰するため，ならびに VT
が Military を離れ地域において生活を営むための，再統合ならびにそれにかかわる支援を指す． 
16 OEF とは，米軍によるアフガニスタンでの「不朽の自由作戦（Operation Enduring Freedom）」を指し，また OIF と
は「イラクの自由作戦(OIF：Operation Iraqi Freedom)」を指す 
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Department の大規模な組織再編の一部として，ほとんどの海軍病院でソーシャルワーク部
門が創設され，1994 年当時は，30 人のソーシャルワーク士官が活動していた．Navy の家
族の権利擁護プログラムは 1970 年代後期に Navy Medical Department（海軍医療部）で始
まり，そのプログラム創設の指導（軍規）は 1979 年に公布され，このプログラムでは児童
虐待やネグレクト，また配偶者虐待などにも取り組んできたとされる．1984 年 1 月には，
Navy Military Personnel Command（海軍人事司令部）は家族の権利擁護プログラムについ
て全権を委任され，家族サービスセンターではこのプログラムの医療外の側面を監督する


























 以上，主に『Encyclopediqa of Social Work』 17th・19th・20th Edition 等を参考に
アメリカにおける MilSW の概要をまとめた．これにより，アメリカ各軍による特徴に応じ
て，それぞれの MilSW の発展の歴史があることが確認された． 
 しかしながら，現在のアメリカにおける MilSW については上記で整理したような状況と
は著しく異なる国家・社会情勢において展開されており，さらにそれにより本研究で研究
対象にした MilSW の専門職養成がさらに必要とされた背景があると考えられる． 




第３節 アメリカ同時多発テロ事件の MilSWへの影響 













 そこで，本節においては，アメリカの MilSW の状況に関連し，この 9.11 がアメリカ軍の
SM・MFそして VT に与えた影響の外観を整理するとともに，そこから現在のアメリカにお
ける MilSWの概要について述べることとする． 














１ SM・MF・VTへの調査からみる 9.11 
 また，上記のような状況と関連し，SM と MF・VTの現状についてより明らかにしている
ものとして 2014 年にアメリカの BLUE STAR FAMILIES（以下，BSF）と THE INSTITUTE FOR 
VETERANS AND MILITARY FAMILIES（以下，IVAF）が行った調査（BLUE STAR FAMILIES，TH
E INSTITUTE FOR VETERANS AND MILITARY FAMILIES：2014)がある．これは，2014 年 2 月
に，BSF および IVAF が MFが直面する現在の生活における課題を明らかにするために行っ
たオンライン調査である．ここではこの調査結果について基づいて考察する． 
 回答結果の概要（BLUE STAR FAMILIES，THE INSTITUTE FOR VETERANS AND MILITARY FAMILIES
：2014 13-15)としては，①給与・福利厚生及び退職手当の変更・SMの配偶者の雇用・
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 そこで，この調査結果（BLUE STAR FAMILIES，THE INSTITUTE FOR VETERANS AND MILITARY 
FAMILIES  2014：13-15)の中で本研究に関連する事項に関し，以下にその概要を列挙する． 
（１）Military と民間の大きな違いの一つである文化（本研究では Military Culture と 
して第５章で詳述）の影響が少なからずあると考えられる，Military から民間生活への移 
行については，VTの 53%と配偶者の 55%が，Military からの移行が“難しい”と回答して 
おり，さらに，家族，雇用，医療と教育が，最も大きな移行への懸念であるとされた． 







 (42%)，孤立感 (38%)，子どもの問題 (35%)があることが明らかになっている．また，
SM自身も，Deployment に関連するストレスをあげ，それは孤立や社会的援助の欠如  
(38%)，家庭の責任 (34%)，個人の感情的・精神的保健の問題 (28%)と回答している．




（４）VT とその配偶者が，現役勤務の SM と比較するとうつ傾向が高いことが明らかとな
っており，VT退役軍人は，より高い割合 (13%) で 2013 年に自殺の考えを持った事が示
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⑥他の介護者とのオンライン・サポート･グループ 
 
表 １ 介護者によって必要とされる主要なサービス． 



































ポー ト・グルー プやオンライン討論グルー プ 
19 
 










２ MilSWerの活動概要と 9.11 
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として，9.11以降のアメリカ軍の活動においては，予備役および州兵軍の軍事展開が著し
く増えたことをあげている（Whitworth,Herzog,Scott,2012：112）． 













抑鬱，過度の警戒心などの PTSD の症状を抱えた SMの帰還は，家族を混乱に陥らせる可能



















 その対応として，「退役軍人自殺防止のためのクレイ・ハント法」（"Clay Hunt Suicide 
Prevention for American Veterans Act" or the "Clay Hunt SAV Act"）が，2015 年 2 月
12 日に制定された． 
 この法律は，VA（退役軍人省）のメンタルヘルス及び自殺防止にかかわる関する全ての
プログラムに関して，2018 年 9 月末までに第三者による独立した評価の実施をするとと
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 今日，日本語による MilSW の概要ならびに実践状況の詳細についての資料は十分には確
認できず，代表的なものとしては，NASW 発行の『What Social Workers Do』（和訳『ソー
シャルワーカーの役割と機能－アメリカのソーシャルワーカーの現状－』）における解説 
(1999：48)があげられる． 













２）Encyclopediqa of Social Work 19th Edition(1995：1726) ． 
「DoDの全てのセクションにおいて士官のそして民間の様々な領域についての専門的な
知識を有したソーシャルワーカーが，Military の家族政策や児童福祉政策にかかわる仲裁





























17 Council on Social Work Education が公開している資料であり，2014 年 8 月 15 日時点で，http://www.cswe.org/File.a
spx?id=42466. より入手可能である． 
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を支援する．Military では難しく危険な任務や自宅から離れる長期の deployment などが
課せられることが多く，入隊中，SM は Military Culture に順応しなければならない．こ
れは，それまでに慣れ親しんだ文化とは極めて異なることがある．さらに多くの場合，文
化がまったく異なる外国での生活に順応しなければならないこともある．DoDによって採













７）Wooten,N.R(2015).「Military Social Work: Opportunities and Challenges for Social 





SM，VTおよび彼らの家族が，便益とサービスに関する資格を決定する Military および VT
の組織に関する異なる所属関係 (例えば，現役，警護，予備，退役，除隊による違い) を
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有する．例えば，SM は，Military の無料の医療行為を受ける資格を有することになり，退
役時には VT の医療便益およびサービスを受けられる」 
． 
 ８）Daley, J. G. (2003).Military Social Work: A multi-country comparison. 












 また，NASWはその Web サイトにおいて，MilSW に関する米各軍の見解を次のように紹介
している(NASW:2011)18 ． 










18原文は，ＮＡＳＷの Web サイト：Social Work and Service Members: Joining Forces to Support Veterans and Military 
Families（https://www.socialworkers.org/military.asp）より閲覧可能である．(2015.8.1 時点) 
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③Navyの見解 ：自国を守っている場合でも，支援を必要とする国や人を助けている場で 
でも，海兵隊員は家族や友人との長期間の別れや，非常に情緒面に影響する状況に耐えね 
ばならず，これは MF にとっても同じである．ソーシャルワーカーは誰もが安定していられ 




 以上が，アメリカにおける MilSWの主要な概要及び定義と整理される． 
 
２ Oxford Bbibliographiesによる MilSWに関する主要文献 
 これまで使用した文献・資料も含めて MilSW に関する代表的な先行研究として参考にな
るものとして，様々な専門書を刊行している Oxford University Press の Web サイト・Oxf









関する支援，家族，Deployment，Military Culture 及び MilSW の今後について言及している． 
 
２）Daley, J. G.（2003）. Military social work: A multi-country comparison. 
International Social Work 46.4: 437–448． 
米国，フィンランド，南アフリカ及び中国を比較した軍におけるソーシャルワークの概
要であり，アメリカ以外の MilSW について言及している先行研究の一つとしてあげられる．
MilSW のモデルが示され，MilSW のための 6 つの国際的な主要要件が提案されている． 
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４） Rubin, A., Weiss, E. L., Coll, J. E., eds(2012). Handbook of Military Social 
Work. Hoboken, NJ: Wiley. 






５）Van Breda, A. D.（2012）. Military social work thinking in South Africa. Advances 













関である DoD ならびにアメリカ各軍も MilSW に関する情報を発信しており，それは SM・MF




「Military and Veterans Affairs Social Workers and How to Become One」（Social Work 
Licensure.org）では，MilSWer が男性・女性の SM が Deployment の対象となった時，そし
てそれから帰還するときに必要に応じ支援を展開するとし，その際に特に子どもへの影響
を強調している．つまり，家族が戻ってこないことのおそれや家族機能・役割の調整は，
先に挙げた Deployment にかかわる全ての期間（Deployment の前・最中・後の全て）で生
じる可能性があるとしている．なお，Deployment については第５章で詳述する． 














 別のソーシャルワークにかかわるWebサイトの一つであるSocial Work License Map（Military 
Social Work）では，SM・MF・VT が軍務または市民としての生活を続けられるようにサポ










さらに，MilSWer はその活動に際し（Social Work License Map）「軍隊および退役軍人の
文化の中での個人の役割を理解し，軍事関係者が担う複雑な責任を考慮する必要がある．
Uniform Code of Military Justice（統一軍事裁判法）と MilSW とソーシャルワークの歴史を
知ると同時に，社会福祉事業分野で現在何が起こっているかを知ることも重要である」と
指摘している． 
 March is Social Work Month（THE OFFICAL HOMEPAGE OF THE UNITED STATES ARMY：2014）
では，MilSWer が軍の中で重要な役割を果たしているとしながらも，全ての人々がその役
割や支援活動の概要について理解しているわけではないとして，ソーシャルワーカー19へ
のインタビューを行っているため，Ｑ and Ａ形式で一部抜粋し提示する． 
 
Ｑ ソーシャルワーカー月間のテーマ"All People Matter,"ということですが，フォート 
  シルでソーシャルワーカーが兵士とその家族に対して行う仕事に，どのようにそれが   
反映されていますか？ 
Bell "cultural competency,"というものがありますが，これは文化を学び，その中で 








   チャンスは広がります．（中略） 
19 インタビューに応じているMilSWerは，Mr Kevin Bell(Llicensed Clinical Social Worker：Warrior Transition Un
it所属（本文中では，Bell）と，Mr Lucia Aleman(Llicensed Clinical Social Worker：Reynolds Army Community Hospi
talのMedical Social Worker（本文中では，Aleman）である．詳細は，http://www.army.mil/article/120951/March_is
_Social_Work_Month/ を参照． 
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Ｑ フォートシル（地名）には何人ぐらいのソーシャルワーカーがいて，どういった分野  
の仕事をしているのですか？ 
Aleman ソーシャルワーカーが活動しているのは，ＴＢＩ（外傷性脳損傷）診療所，    
Behavioral Health（行動医療），Army薬物乱用プログラム，家族支援プログラム，Army    





  ワーカーは兵士とその家族を手助けするのですか？ 
Bell 我々が目にする最も大きな課題の一つに，依然として駐屯地環境でも Deployment     
状態の考え方を持った兵士がいることがあります．彼らはくつろぐことができませ   
















Aleman 我々は，子どもが問題を抱えている兵士の家族の非常に多くのケースを観察して    
きました．私は彼らを"'children of war(戦争の子供たち)"と呼びます．それは，
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彼らが暮らしている場所で戦闘を経験することはないにしろ，戦闘で兵役を務め
る一人親もしくは両親のストレスに直面するからです．母親か父親が Deployment 
されている間，こういった子どもたちの面倒を見るには，コミュニティ全体の協    
力が必要です．（後略） 
 
 以上，様々な視点から，MilSW の定義ならびに MilSWer の活動概要をまとめたが，次節
では，MilSW に関するより幅広い見識を深めるために，他の国における MilSW または軍隊
に関わる Social Work について，若干の整理を行う． 
 
 
第２節 諸外国における MilSWの概要 
 これまで，アメリカにおける MilSW を紹介してきたが，ここではアメリカ以外のカナダ
・イギリス・オーストラリア・フィンランド・南アフリカにおける，MilSW の概要につい
て，主として MilSW にかかわるシステムや機関について紹介する． 




ナダ・イギリス・南アメリカ・フィンランドでの Military における Social Work について
まとめてみよう． 
 
１ カナダにおける MilSW 































２ イギリスにおける MilSW 
 イギリスの Ministry of Defence20では，SM・VT およびその家族の支援にかかわる様々
な機関が紹介されており，その一例として，Royal Navy Royal Marines Welfare，Army 
Welfare Service，HIVE Information Centres 等が紹介されているが，ここではその中で
も，先ず，SSAFA（Soldiers, Sailors, Airmen and Families Association）に注目する．   
20 詳細は，イギリスの Ministry of Defence の Web サイト  https://www.gov.uk/government/organisations/ministry-of-def
ence を参照． 
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図 １ SSAFA の支援対象および課題等に関する概念図． 



























提供サービスの例の要点としては， 以下のように整理される．（Australian Government 








vernment Department of Deffense Defense Community Organisation）． 
１）24時間サポート  
 支援，援助及びアドバイスが必要な時はいつでも，軍家族ヘルプラインが 24 時間年中無    
休運営されており，ソーシャルワーカーや心理学者を含む，資格を持った福祉専門家が 
配置されている．  
21 オーストラリア政府の国防省（Australian Government Department of Deffense）については，Web サイト
（http://www.defence.gov.au/）を参照． 
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４ フィンランドにおける MilSW 
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５ 南アフリカにおける MilSW 
 南アフリカにおいては，MilSWに関する研究としては，特に Van Breda（2012）が，南ア
フリカのアパルトヘイトなど特有の歴史的経過を考慮しながら，Military Social Work 
Practice Model を提唱していることが代表的な例としてあげられる． 
 南アフリカにおける MilSW について Daley（2003：441-442)は，人口と比較すると軍事
予算は控えめだとし，やはり南アフリカにおける MilSWを理解するためには，1994 年以前
のアパルトヘイト時代から，1994 年以降のアパルトヘイト以降の時代への移行を理解する
ことが重要とし，2003年時点で，社会福祉部門の中には，130 人の MilSWer が在籍し，95


































ばオーストラリアでは「Deffence Social Work」という用語が使われている場合もある． 














 NASWが発刊している Standards for Social Work Practice with Service Members,Vet





 MilSW の領域に関しては，2012 年に『Standards for Social Work Practice with Service 
Members,Veterans, &Their Families』が発刊されており，その他に複数の領域について，














あり，1年 365 日 24時間待機する，軍の終身雇用スタッフである．また，予備兵は毎月少
なくとも 1つの週末と，毎年 2 週間は訓練し，そして動員される (招集され現役となる) こ
とになる．米軍の 8 つの予備軍構成部隊は，Army の予備軍，Navy の予備軍，Marine Corp
22 詳細は，NASW が 2012 年に発刊した Standards for Social Work Practice with Service Members,Veterans,&Their Families
を参照．なお，本資料は，(https://www.socialworkers.org/practice/military/documents/MilitaryStandards2012.pdf にて入手
可能． 
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しながら，回答者の中で Military に勤めたことのあるものは少なく 6.6パーセント出会っ
23本研究で参照した調査は，Frey,.eds (2014)Social Workera' Observations of the Needs of the Total Military 
Community :Journal of Social Work Education,50 719-729 によるものである． 
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たことが明らかとなっている．そのうち大多数は，Army に勤めたとの報告があり（45.3％），
その次が，Navy で，23.4％，Air Force が 21.9％，Marine Corp が 6.3％，そして，公衆
衛生局が 3.1％であったとしている． 







 調査は，3 つのおもなセクションに分けられており， 
１）統計的数値と専門的医療実践の特徴 










３ 調査結果から明らかとなった SMのニーズ 
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表 ２ Service Members と彼らの家族に関する社会心理学的懸念． 
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（前ページからの続き）． 





















 ①家庭に戻る移行期の問題，②複数回にわたる Deployment の問題，③戦闘モードから
の切り替えの難しさ，④州兵や予備兵からの予想外の派兵，⑤Military Culture（軍独特
の慣習，土壌）すなわち，外部コミュニティーに対する知識と理解の欠如，⑥SM のための，
あるいは VT のためのサービスへのアクセスのし方，⑦Military の仕事に関する怒りや抵
抗心 
 
４ 調査結果から明らかとなった MFのニーズ 
 また，上記と同様のニーズに関する質問が，その MF に関して行われており，回答者の合
計数は，n = 493 であったとしている． 
 上記と同様に深刻さのレーティング 2.5以上のニーズは降順に以下の通りとしている． 
１）精神・情緒的健康に対するニーズ 
 ①うつ状態，②不安症状，③死別の悲しみ，④精神障害治療サービスへのアクセスの  
方法，⑤怒りの感情，⑥執拗な愛着と，感情の乖離 
２）身体的健康に関するニーズ 
 ①睡眠障害（家族の身体的健康に関するニーズについては，睡眠障害のみについてレー  













 ①SMや VTのためのサービスへのアクセスのし方，②軍役に対する怒りの感情や反抗心， 




 この Frey ら（2014:712-729）の調査により「Total  Military  Community」におけるニ

























る，SM と MF の問題は，Deployment後の段階において最も深刻であると指摘している． 
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５ Military Social Workの対象者としての MFの特徴について 
  MF の特徴については，多くの先行研究 24 がみられており，いずれも Military の活動内
容がSMおよびMFの生活に与える影響について論究されている．ここで参考とするものは， 
NATO における Military Social Work に関する研究（Dashkina：1996）にも引用されてお
り，MFの特徴を的確に整理していると言えるものであり，Whitworth(1984)が Testimony 
on military families. Hearings of the SelectCommittee on Children, Youth and Fam
ilies,U.S の中で示した，MIF の特徴に関するものである． 
 本資料は，今日の MilSW における SM・MF・VT の支援の視点の基盤とも言えるものである
ため，以下に MF の特徴に関し整理されている箇所 25を提示する 
 
SM26とその家族員は軍人としての経歴の結果，その他のアメリカ人の集団のライフスタ













MFは 5年に 1度の割合で平均 2.2 回引越しをする（61％の志願兵は自己の軍における人
生の最初の 6 年で 1～３回の引越しをする）．平均的な MFにとっては，移動性に関わる課
24 MF の特徴に関する先行研究に関する主要なものとしては，Blaisure,eds：2012 , DeCarvalho, Wheal
in:2012 ,Everson,Figley (Eds.).:2011 , Hall:2008 ,Martin,Rosen,Sparacino(Eds.).:2000,Pavlicin
:2003 等があげられる． 
25 なお，ここで提示した MF の状況に関する記述は，この提言がなされた 1980 年代の状況である． 
26 原文では，military という語句で，Military に属する兵士のことを表現しているが．ここでは Military 
Social Work において頻繁に使用され同様の意味を表す，Service Members＝SM と表す． 
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地理上の家庭の離別は多くの SM の結婚に一つの緊張を与える． 
 
３）Parent Absence（親の不在） 
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４）Overseas living（海外生活） 
どの階級の MFにとっても赴任の興奮と冒険は広く周知されている．「普通のアメリカ 
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６）High-stress / High-risk jobs（高ストレス・高リスクの仕事） 










で要求される定期的な待機状態は Mf の間の一つのストレスのもととなっている． 
 











８）Authoritarian Management Style of the Military（Military の権威者としての管 
理スタイル） 
Military の使命はその性質から高度な権威を全ての SM に対して行われ，MFは彼等の現 
役の身元引受人として彼等が生命に対する自己管理を失うことを保証する 
 
以上，Whitworth(1984)が提示した MF の特徴について引用を行ったが，これらはい 
- 70 - 




 そこで次に，その MilSWer がこれまでに上げたようなニーズに対応し活動をすすめてい
るシステムについて資料を基に整理する． 
 
６ Military Social Workにおける SMのWell-Beingモデル 
 Mental Health and Advisory Team（以下，MHAT）は，2003 年 7 月に U. S. Army Surgeon 
General により設立されたものであり，当初は OIF（Operation Iraqi Freedom）に関連す
るメンタルヘルス上の課題について評価し，その結果を OIF Medical に報告することであ
った．（The U. S. Army Surgeon General：2003） 
 MHATではさまざまな調査が行われており，その中では SMの Well-Being に焦点を当てた
報告が示され，2013 年 12月の TEAM9 までの調査・活動報告 27が開示されている．特に， 
Mental Health Advisory Team (MHAT) V（Office of the Surgeon Multi-National Corps
-Iraq eds：2008），Ⅵ（Office of the Surgeon Multi-National Corps-Iraq eds: 2009）
では，「ストレスが SM の職業上の行動等に大きな影響を与える」（Kavanagh：2005)とい
う観点と，「Soldier Adaptation  Model」 (Bliese,Castro  2003：185-207)の枠組みを
柱に構成された 
「Soldier Combat and Well-Being Model」（図２）にもとづき報告が行われている． 
さらに，Joint Mental Health Advisory Team 7 (J-MHAT 7)(Office of The Surgeon G
eneral United States Army Medical Command eds：2011)，Joint Mental Health Adviso
ry Team 8 (J-MHAT 8)（Office of The Surgeon General United States Army Medical C
ommand eds：2013 年），Mental Health Advisory Team 9 (MHAT 9) Operation Enduring 
Freedom (OEF) Afghanistan（Office of The Surgeon General United States Army Medi
cal Command eds ：2013）では，Well-Being Indices に関する報告が行われている． 
 先ず，図２「Soldier Combat and Well-Being Model」は，ストレスが，SMの職業生活
においてさまざまな影響を与える (Kavanagh：2005)という観点から，SM が直面するスト
27 Mental Health Advisory Team の各報告書については，Army Medicine の Web サイト（http://armyme
dicine.mil/Search/Pages/Results.aspx?k=Mental%20Health%20Advisory%20Team）より閲覧可(2015.10.
1 時点)． 
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レッサー，ストレスとパフォーマンスなどの関係とそれらを緩和する因子について説明が























図 ２ Soldier Combat and Well-Being Model． 
出所 Bliese & Castro(2003)をもとに作成．一部改変 
 
②保護因子（Protective Factors：訓練やケアを求める意欲などの保護因子）としており，
これらが SM の③メンタルヘルスの状態とパフォーマンス（Behavioral  Health  Status 
















 さらに，Soldier well-being indices（Office of The Surgeon General United States 
Army Medical Command eds 2013：12-13）は，この①②の両方に影響されるとしており，
それらについて SM自身が測定するための指標としては，「Individual and unit morale
（個人および部隊の士気），Acute stress, depression, and anxiety（極度のストレス，
















大」（Office of The Surgeon General United States Army Medical Command eds：2013 
13）の各事項について調査し，レジリエンス（回復力）を向上させる試みと，SM 自身が既
知の危険因子に対処することをサポートするためのプログラムを構築・発展・強化するこ
と重要である （Office of The Surgeon General United States Army Medical Command eds 
2013：13）としている． 
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以上のことから，「Soldier Combat and Well-Being Model」はアメリカ軍における




がら，Military Social Work においてはそれらへの対応のために，SM が所属する Military
の業務内容ならびに組織体系といった特有の環境要因とその影響を十分に考慮しなければ
ならず，その専門的な視点ならびに固有の実践領域としての活動の指針のモデルとなるも






  先ず，本節において論究をすすめる MilSW の専門職である MilSWer の定義について，
NASW が示しているものを提示する（NASW：2012 9-10）． 
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ワークサービスを提供するかもしれない．多くの州において，BSW レベルのソーシャルワ
ーカーは公的に認可されている． 















 まず，Micro MilSWにおいては，より効果的な支援を展開するためには，Military Culture
およびサブカルチャー (例えば，Military の組織構成や部隊の概要等)，ならびに昇進・
基本的なおよび上級の訓練についてのライフステージおよび発達にかかわる影響，軍務お
よび Deployment に関連したリスクおよびレジリエンス，Military に入隊する前の経験が
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２）Mezzo MilSW 

















 Macro MilSW においては，軍隊という組織において実践活動を行うソーシャルワーカー





ることによって“rank rules” （階級の支配）を理解しなければならない． 




























Van Breda（2012:24-28）が，Military Social Work Practice Model を提唱しており，こ
れは図３に示されるように，４つの Practice Position からの介入のあり方について提唱
しており，前述のモデル・アプローチの用語整理の視点からすると，これは「アプローチ」
に類するものと考えられる． 
この４つの Practice Position（Van Breda 2012：25）は， 
１）Position One: Restorative Interventions   回復のための介入 
２）Position Two: Promotive Interventions    増進のための介入 
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３）Position Three: Work-person Interventions  仕事と個人への介入 





図 ３ Military Social Work Practice Model． 
出所 Van Breda,A.D（2012）25 頁.  
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待，家庭問題，経済困窮，衛生問題，高犯罪率など」としており，ポジション 1からの介
入は，これら「健康な心理的社会的機能を回復するため，個人レベルで仕事に関連しない
レベルで問題解決を援助するために向けられる」と整理できる（Van Breda 2012：25-26）． 
 














増進することを目標とする（Van Breda 2012：26）． 
 

















仕事と個人の間における健全な接点の増進を図ることである．（Van Breda：2012 26-27） 
 




















象となる SM・MF の Military という環境に関する知識ならびにその特性について十分な理
解が必要とされるといえ，この Military Social Work Practice Modelの展開にあたって



























８）法律または軍法に違反した兵士への支援を行う（軍の行動と方針規則を破って営    
倉に入れられた兵士，または不名誉除隊になる兵士への対応）． 
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28  SM の任務に伴う，異動・転居の家族生活への影響については，(Burrell, Adams, Durand, Castro, 2006 ，Burrell, Castro, 
Adler, Britt, 2006 および McKain, 1973 に詳しい． 
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に依頼すればよいかというものであり，それらは Re-integration と再度の Deployment を
難しくさせるものでもあるとしている(Kelley,Herzog-Simmer,Harris：1994)． 
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多くあり，さらには，VT の多くが PTSD等のメンタルヘルス上の課題を抱えているという
誤った認識を持っていることもある． 
 Hosek,J（2011)によると「2010 年においては 80%以上の軍人はメンタルヘルス状態に関
して報告はされていないとされており，さらに，名誉除隊になった VTは民間の企業等に円
滑に移行し十分に Military で培ったリーダーシップ等の能力を発揮することが出来る．
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 図 ４ Deployment中の Service Memberの負傷と死の不安を感じる配偶者の対処モデル．  
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 また，TBI については診断と治療が困難な面もみられ，それは年金・保険の受け取りに
ついて影響ならびに問題が生じる場合もあるとされている(Weinick et al：2011)． 
 なお，この身体的・精神的障害に関連する事項として，Wright,K.M ら（2006：65）




７）Military Sexul Trauma. 
 Department of Defense (2010)によると，現在アメリカ軍では，女性の軍人は全体の
約 15%を占めている．（Kelly, Skelton, Patel, Bradley：2011)． 

















 そこでここでは，その倫理的ジレンマについて Tallant,S.H.および Ryberg,R.A.の見解
を基盤に若干整理する． 
Tallant，Ryberg.(1999：183-188)は，MilSW における倫理的ジレンマの要因として， 
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１）MilSWer の２つの専門性（①ソーシャルワークの専門家，②軍の士官）． 
２）人的サービスの提供者としてのソーシャルワーカーの役割における多様な目的． 






































階級構造である．Military ではその秩序・規律の維持のために全ての SM が軍事司法統一法
典（UCMJ：Uniform Code of Military Justice）に従うことになっており，Military 独自の司
法制度により組織と SM 個人が守られている．なお，UCMJ では，全ての士官は，規律違
反を把握した場合にはそれに対応することが必要とされており，その士官が所属する命令
系統の中で適切な権限を持つ者に報告しなければならないとされている． 














民間人については，特に MF については，Military のシステムに関連する場合もあり，その
分離が困難となる場合もあるとされる（Tallant，Ryberg 1999:187)． 
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５）地理的，専門的孤立 






















があると訴えている．これらの症状は，この 2 週間でひどく悪くなっている．2 日間  
休暇をとり休養したところ，彼は一般的な任務をよくこなすようになり，その症状も
緩和した． 
   彼は，彼の妻が 2 週間以内に 2 人目の子供を出産予定だと言っている．そして，彼
の妻は，妊娠について不安を抱えているとしている．さらに，彼は，夫婦の最初の子
どもを昨年白血病で亡くしたと言っている． 
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Code of Ethics）はまた，ソーシャルワーカの責任について，限定された状況 に置い
ては，より広い社会や特定の法的な義務が，患者への忠誠に優先すると述べている．
加えて，倫 理基準 3.09(a) (NASW Code of Ethics)では，ソーシャルワーカーは，一般
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そこで，以下に，この「Deployment」の使用例に関して，上段に『Defense of Japan 2013』
からの引用を，下段に『平成 25 年版防衛白書』からの該当箇所の一部を提示する．29 
①原文 Q&A concerning the SDF’s Disaster Relief Deployment System． 
和訳 自衛隊の災害派遣制度についてお答えします．（防衛省・自衛隊 a：2013） 
 ②英文 Specific welfare services for deployed SDF members include facilitating 
direct communication between SDF members on Deployment and their families in Japan 
29 参考とした『Defense of Japan 2013』ならびに『平成 25 年版防衛白書』の該当箇所については，以
下の Webサイトを参照(①英文 http://www.mod.go.jp/e/publ/w_paper/pdf/2013/35_Part3_Chapter1_Sec
1.pdf ・和文 http://www.mod.go.jp/j/publication/wp/wp2013/pc/2013/pdf/25030101.pdf 2013.11.4) 
（②英文 http://www.mod.go.jp/e/publ/w_paper/pdf/2013/40_Part3_Chapter2_Sec4.pdf ・和文 http
://www.mod.go.jp/j/publication/wp/wp2013/pc/2013/pdf/25030204.pdf 2013.11.4） 
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by such means as e-mail and video conference systems, in order to enable them to 




なお，『DEFENSE OF JAPAN 2013』では「dispatch」という単語も用いられており『平
成 25 年版防衛白書』の該当箇所では「派遣」と訳されている部分もある． 
 以上のことから，本研究では，Deployment という用語は主として，「派遣」という語意
により使用する． 
Deployment は，SMならびに MF に大きな影響を与える可能性があるライフイベントの一
つであり，またそれにより様々な生活課題が生じる可能性も否定できない．そのため米国
各軍（ARMY・NAVY・AIR FORCE・MARINE CORP 等）ならびに関係機関においても書籍・Web




そこで，ここにおいてはその一つである"U.S. Army Deployment Cycle Readiness：
Soldier’s and Family Member’s Handbook"(Army Community Service:2008)を参考に
Deployment に関する整理を行う． 





しかしながら，この Deployment に関しては，Military という組織からの視点と，SM・
MFからの視点の2通りから考える．先ず，Militaryからの視点に立脚点をおいた場合には，
「人員ならびに各種の機材等を本拠地から指定された目的地に移動し配置させる必要があ
る場合の活動」と表現できよう．SMおよび MF の視点からすると，この Deployment は「命
令」であり，その結果，移動先は国内または国外の様々な地域（この場合，戦闘地域とな
る可能性も含まれている）が対象となり，さらにその移動・配置に伴い様々な準備等が課








つまり，SM と MF において，Deployment は様々な変化・ストレスに直面する可能性の多い
ライフイベントと言え，なおかつ，米軍においては近年，Deployment の対象が増加傾向に
あり，なおかつ各 Deployment の間隔が短期間かつ複数回におよぶ事例も見受けられる． 
以上のようなことから，Deploymentとは，単に SM の職業上の移動または配置・配属場









２ Deployment Cycleと Deploymentサポートの実際 
１）Deeployment cycleに関する各種の Stage Model 
さて，Deploymentには，ある一定の cycle いわゆる Deployment cycle があるとされて
おり，その主要な Stage Model としては， 
 
①Three Stage Model 
 Pre-Deployment・Deployment・Post-Deployment 
②Four Stage Model 
 Pre-Deployment・Deployment・Post Deployment・Reintegration  
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③Five Stage Model 
 Pre-Deployment・Deployment・Sustainment・ReDeployment・Post-Deployment 





 このような，サイクルを経るとされる Deploymentは，単に Militaryにおいて活動を行
う Service Members のみが，活動内容および活動場所の変更に対応することで完結する
ものではなく，Service Members と Military Family にも多大な影響を与えることが考
えられる．例えば，Deployment による活動の場面は海外となることもあるため，活動内容
によっては，家族全体での異動または Service Members のみの異動により家族との分離
が生じる場合もある． 
また，Deployment に関わる活動内容においては，Service Members の身体的・心理的
側面について，ハイリスクの影響を与えるものもあると考えられ，その結果，Service 










nt，⑦Reconstitution，の 7 段階のモデルが開発されている． 
30 Deployment cycle のモデルについては，複数の見解がある．ここでは，①・③・④については，Webb，N．B． (Ed.).(2010
：149)を参考に Deployment cycle の各段階を列挙した．また，②については，Depart of Deffense(2011:3)の Military 
Deployment Guide－Preparing You and Your Family for the Road Ahead を参照した． 
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図 ５ Deployment Cycle：Five Stages． 







図 ６ Deployment Cycle：Seven Stages． 
出所 Army Community Services.(2008) 13 頁． 
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２）Seven Stage Modelに関する Department of the Armyの通知と見解 
 この，Seven Stage Model については，Department of the Army(以下，Army)が通知 31を示
し，Seven Stage の各段階について説明を行っている．この通知は，Deployment Cycle Support(以
下，DCS)に関わる命令で，主旨としては，Army がこれまでも，兵士（Army では Soldier），陸軍省




そして，Army はその犠牲は見過ごすことができないとし，全体的な Deployment Cycle
の中で，Soldier や DAC および家族らの再配属に重点を置くようにした．以前の Deployment
で学んだ教訓に基づき，Army は全ての配属された Soldier や，ＤＡＣに対し，個人的な再構築，
家族の再結合/ 再統合，再配属（reunion/reintegration，and reestablishment）のための準備を
行う機会と手段を与える 必要性の重大さを認識しているとしている．そして，そのため
に Army は，基地から離れて 90 日以上経つ者を対象に，DCS を行おうとしている．DCS
の目的は，Soldier が家族の元に戻る際に，その家族全員が，復員にかかる配属前の環境に
溶け込めるよう補助することとしている． 
 この DCS は，Soldier や DAC と彼らの家族が，配属期間を通じて，より適合し持ちこた
えることを確実にする，総合的な手続であるとし，これにより遠方へ配属された場合に，
困難が生じ助けが必要となるであろう Soldier や DAC と彼らの家族を特定する手段を提供
するとしている． 
また，Soldier に対する個人的な再構成（reconstitution：Seven Stage の一つ）には，司令
官によるものと軍曹によるものの双方があるとしており，その上で Army はこのために，
適切な準備を行うとし，この DCS の目的は，Soldier や DAC と彼らの家族が，Deployment 
Cycle を通じて，快適な状態であることを容易にすることとしている． 
なお，この DCS の手続きについては，基地から 90 日以上離れて配属される Soldier につ
いて，DCS の手続を完了することが「義務」づけられるとしている．なおかつ，そのすべ
ての段階において，DAC や彼らの家族に対するサー ビスも組み入れられていることをあきらかにしている． 
31 本通知は，Department of the Army が 2007 年に発行したものであり，詳細は，http://www.dami.army.pentagon.mil/si
te/stable-shdow-prog/doc/Deployment-cycle.pdf に詳しい． 
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そして，Deployment Cycle をサポートする DCS の手続には７つの段階があるとし，その段

























再配属の段階では，引き続き，Soldier や Army の民間人が，配属前の状況に適合できるよ
う，再適合の手続きが行われる．配属前の段階における手続には，管理行為，ブリーフィ
ング，トレーニングがあり，また，戦地へ出発する Soldier や DAC 及び故郷の基地にいる
家族に対して，カウンセリングが行われる． 
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①Soldier や Army の民間人に対する，DCS の再配属の段階での手続は戦地で行われなけれ 
ばならない．司令官は，これらの手続きのうち，再配属の段階において完了されていない 
ものについては，配属後に完了されることについて責任を負う．戦域へと出発するすべて 







セリングが含まれる．Soldier や Army の民間人が再配属される時には，歓迎行為（例とし 





リング，医療救助からなり，Soldier や DAC が，家族や地域にうまく再適応することを容
易にすることを目的とする． 
（７）Reconstitution（再構成） 




 以上が，Department of the Army が通知した，Deployment Cycle の Seven Stageに関す
る概要である． 
 
32  Family Readiness Groups (FRGs) は，SM の配偶者によるボランティアグループであるが，SM が所属
しているユニットの指揮官の管理下にあるとされ，SM および MF の相互扶助を目的としたグループとされ
る．なお，自衛隊の家族支援活動でも参考にしたとされている 
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３）Seven Stageにおける SMと MFが直面する事態 
 ここでは， "U.S. Army Deployment Support Handbook:Children and Youths" （Army 
Comyunity Service：2008）33に基づき，Seven Stageの各段階における詳細について考察
する．先ず，Deployment Cycle とは，SM の Deployment 経験に関連して明確な段階に区分
されると指摘しており，また，各段階には必ずしも厳密なものではないが費やされる概ね
の時間または期間，MFが直面するストレス要因，そして SMと MF が経験する可能性のある
情緒反応があるとしている． 
そして，Deployment のストレスは，SMの Deployment期間が延びたり，何度も Deployment
の対象になることや，または Deployment が特に危険な場合，深刻になることがあるとして
いる．反対に，Deploymentは SM や MF にとって有用な結果をもたらすこともあるとし，個
人や MF の成長時期にもなり得る可能性があることも説明し，Deployment Cycle の Seven 
Stageの各段階の概要について，以下のように示している（Army Comyunity Service 2008
：7-14）． 
 
（１）Train-Up および Preparation and Mobilization（訓練・準備と動員） 
 Train-Up および Preparation and Mobilization の段階では，長期間の Deployment に MF
がしっかり備えるための準備活動に置かれる．この動員段階は，SMが Deploymentの可能
性を知らされた時点で始まるとし，期間はその状況によって数週間，数ヶ月，または一年
続くことがある．MF は，安全を失うことや SM との別れに対処する準備をする上で，不安
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 さらに，この Train-up/Preparation and Mobilization の期間のポイントは，以下のよ
うに整理される． 
①訓練や動員は，SM や MF にとって準備期間である． 


























践し，回復力を養うとき，個人として，また MF 関係の中で強く成長することもできる． 





























 この Employment の期間におけるポイントとしては，以下のように整理される． 
①SM は所定の期間中与えられた任務を現場で実行する． 
②新しい生活パターン，役割，責務への適用は子ども，青少年，両親に特有である． 
③時間をかけて，SM と MFは自信を増すことが多い． 
④不当に気がかりな情報は思慮深く除外しておく一方で，SM と MF が信頼関係を保ち，安 
全や安定といった感覚を育むために，強い関係を維持し，効果的に交流し，共に問題解決 
に取り組むことが重要である． 
⑤MF，友人，信仰またはコミュニティのグループ，専門家，Family Readiness Group が支 
援元や対処法となる． 




















 この ReDeploymentの期間におけるポイントとしては，以下のように整理される． 




④SM の変化は Deploymentの経験で大きくなることがある． 
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（５）Post Deployment および Reconstitution（配置後と再構成） 

























































⑩Post Deployment の適応には，戦闘の余波と関連する葛藤が含まれることがある． 
⑪子ども，青少年，両親には，カウンセラーやコミュニティ支援グループからの個人的・ 
家族的な助けが必要になる可能性がある． 
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 なにより，いずれの国の Military においても，それにかかわる人々の支援に関わる際
にソーシャルワーカーは，そこでの Deployment Cycle について深い理解と見識を持たなけ
れば，適切な支援を展開することは困難といえよう． 
 
４）Deploymentが MFに与える影響  
 アメリカ軍の SMを対象とした Deploymentは，9.11 の事件以降，以前の Deployment の
体制と比較するとその回数は増加し，なおかつ複数回にわたり Deployment の対象となる
Service Members も増加しているとされる．Deploymentにより生じる様々な出来事は，
Service Members ならびにその MFにとって最も大きいストレスの原因の一つとされてお
り，これまでも様々な先行研究が行われており Service Members と Military Family の
生活に多大なる影響を与えるとされる．例えば，Depart of Defense(2010:6)34では，
Deployment の子どもを含めた MF に与える影響について 
 
（１）（SM である）両親または一人親の Deploymentによる，子どもとの分離による影響． 
（２）（SM である）両親または一人親の複数回にわたる Deploymentが子どもに与える影 
響． 
（３）負傷した（SM である）両親また一人親が Deployment より帰還することによる子ど
もへの影響． 
（４）（SM である）両親または一人親の Deploymentによる死が，子どもに与える影響 
（５）（SM である）両親または一人親の Deploymentが，不安またはうつ状態にある子ど
もに与える影響． 
（６）（SM である）両親または一人親の Deploymentが，児童虐待，ネグレクト，ＤＶ， 
子どもによる薬物の乱用等の危険因子にあたえる影響． 
 
34  ここで参照した"Report on the Impact of Deployment of Members of the Armed Forces on Their Dependent Chil
dren"は， http://www.militaryonesource.mil/12038/MOS/Reports/Report_to_Congress_on_Impact_of_Deployment_on_Military
_Children.pdf より入手可能である． 
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 また，この Deployment Cycleにおける感情面の変動についても「Emotional Cycle」と
して様々な研究がなされているが，その一例を以下に取り上げる．これは，カナダの 
Halifax & Region Military Family Resource Centreが紹介されているものであるが，SM
と MF，特に配偶者の感情の起伏が口語調でわかりやすく説明されている（Halifax & Region 
Military Family Resource Centre）35． 
 
段階 1 喪失感の予期（出発 4～6 週間前） 
 MF：また行ってしまうの！屋根はまだ修理されてないのに． 
 SM：もうすぐ行かなきゃけないのに家でも仕事でもやることは山済みだ．家族は大丈夫   
だろうか？ 
段階 2 分離と撤退 （出発の前週） 
 MF：腹が立ってしょうがない．早く行って！ 
 SM:：の配置がすでに始まってたらいいのに． 
段階 3 情緒的崩壊 (配置後最初の 6 週間) 
 MF：おっと！寝る前にドアに鍵をかけるのを忘れたかしら？ 
 SM：一日 15時間，9日間連続で働いている．思っていたより暑いな．もう疲れた！ 
段階 4 回復と平常化 （可変） 
 MF：うまくやっているかしら？水漏れしていた水道を自分で直せたわ！ 
 SM：仕事はうまくいってるけど，みんなまだ自分を必要としているかな？ 
段階 5 帰還の予期 （配置最後の 6 週間） 
 MF：もう共通することがなにも残ってなかったらどうしよう？ 
   10 ポンドも太ったのに気づくかしら？ 
35  本資料は，Halifax & Region Military Family Resource Centre の Web サイトにおいて閲覧可能であり，URL は次のと
おりである（http://www.halifaxmfrc.ca/Deployment/Deployment-services-eng/）． 
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 SM：まだ相手は愛してくれるかな？最初の週は愛する MFに会いたいだけだ．パーティな   
んていらない． 
段階 6 関係の再折衝 （帰宅後最初の 6 週間） 
  MF：床に靴下を投げただけじゃないわよね！ 
  SM：一人で何もしないでリラックスできる時間が欲しい！ 




















能・役割を遂行する必要があると考えられる．MF が直面する Deployment について，事前
にまたはその最中において，彼ら自身の環境，つまり Deploymentが彼らに与える作用なら
びに直面する可能性の高い課題とそれらへの対応，さらには活用できるであろう社会資源
について，支援者が正確に把握・理解し，それを必要に応じて MFに伝え，MF が Deployment
に関する知識を習得ならびに理解を深める機会を設け，そのための支援を展開することが
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必要といえる．     
 
図 ７ 軍人の配偶者が日常生活で感じること． 
出所 Beder,J(ed)(2012）202頁． 
 
また，Beder,J(ed)(2012：202-206）は，SM の配偶者が Military に関わる日常生活およ
び生活様式において感じるストレスの要因を７つに大別し，図７のように説明している．























- 110 - 
と SM との間の感情的な乖離があったことを示しており，さらに Defense Manpower Data 
Center(2009)の調査では，繰り返される Deployment が SM と MFにマイナスの影響が出て
いることを示唆しているほか，Hall (2008)が，Military における業務は一般の人々の仕
事と比較するとその危険性は非常に顕著であり，その一つとして Deployment があげられる




５）Deployment Cycleにおける Emotional Cycle 
 これまで，Military における Deploymentについて主として 2007 年に DoD より通知され
た Seven Stage について論証を行ってきたが，この Deployment Cycle とあわせて MilSW
の実践において忘れてならないのは，Deployment の各段階における主として，ＳＭにおけ
る「Emotional」な側面についてである． 
 この「Emotional Cycle of Deployment」については，数多くの先行研究が確認されてお




の理解が不十分だとして，Emotional Cycle に着目する必要性を指摘している． 
 また， Sheppard, Malatras, Israel(2010)は，Deploymentが SM ならびに MFのメンタ
ルヘルスに大きな影響を与えていることから，この Emotional Cycle に着目し，そこでの
MFの安定化に関するモデルについて論究している． 





もなう SMと MF の心理的負担にふれ，愛着理論と家族システム理論から Deployment ならび
にその後の再統合のネットワークモデルについて論じている． 
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 また，Harnett(2012)は，National Guard Reserveとその MF の Emotional Cycleについ
て，事例も交えながらその支援のあり方について提言を行っている． 
 その他，DoD をはじめとする SM・MF・VTの支援にかかわる様々な機関では，Deployment
 Cycleの解説と併せて，この Emotional Cycle についてもふれており，その一例として，
Military.comでは，「Deployment: Family Checklist」を提示するほか，5 段階の Emotio
nal Cycle の詳細と SM・MFが事前に知っておくべき事項 36について整理を行っている． 
 以上のように，MilSW における Deployment Support において，この Emotional Cycle of 
Deployment への着目は必要不可欠であると考えられるため，次にその概要を整理する． 
 先ず，Emotional Cycle of Deployment は，下記の 7 段階に分類されるとしている（U.S.
ARMY ALASKA:2006)． 







（２）Stage 2 - Detachment and Withdrawal（段階２ 分離と離脱）． 










36 ここで紹介した Military.com における Deployment: Family Checklist 等については，http://www.mi
litary.com/spouse/military-deployment/dealing-with-deployment/deployment-family-checklist.htm
l を参照． 
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（３）Stage 3- Emotional Disorganization:（段階３－感情の分裂）． 





















（５）Stage 5- Anticipation of Return（段階５：帰還への不安）． 
 この時期は概ね SM が帰還する前の約６週間とされている．SM が戻ってくる準備をして
過ごすのは，感情のエネルギーの高まりを感じ，幸せを感じる一方で，帰還の準備を完璧
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に行おうとして非常に忙しい時間ともされる．また，SMが家に帰ってくるということに救
われる感覚があるとともに，彼らが配属前と変わらないでいるかという不安を感じる場合
もある．この時期は，SM の配偶者や子ども・両親は，SMが帰還し MF と再結合するにあた
って，現実的な計画や予想されることを話し合う必要があると言えよう． 
















（７）Stage 7- Reintegration and Stabilization（段階 7-再統合と安定）． 
 この時期は概ね，SMが復員してから６ヶ月（またはそれ以上）とされ，夫婦や家族が，
新たな関係を安定させるには，６ヶ月ほど必要とするとされている． 




を始めなければならないというストレスを生み出す場合もある．その一方で，MF は SM が
家になじむよう調整を続け，徐々に「新しい通常」が確立され，お互いに安全・リラック
ス・満足を感じ始めるのもこの時期である． 
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 以上のような Emotional Cycle of Deployment は，前項で紹介した Deployment Cycle








































Deployment Cycle Support の理論・視点に理解を深めることは，派遣活動に関わる自衛隊
員ならびにその家族への支援の更なる質的向上にもつながるものと考えられる． 
 以上のことから，本節では限られた資料による考察であり不十分な点も否定できないが，
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第２節 MilSWにおける「Military Culture」 
１ Military Cultureの概要と先行研究の動向 
１）我が国における社会福祉専門職養成課程におけるCulture 
 先ず，Culture という語句そのものに着目する．NASW が発刊している The Social Work 
Dictionary, 5th Edition では，Culture およびそれに関連する語句として，Cultural bias・cultural 
care・cultural competence など，19 の語句について説明が行われており，その中でも，Culture
については，ある人間集団の特定な期間における慣習，習慣，能力，技術，芸術，価値，
イデオロギー，科学，そして宗教的，政治的な行動様式（Barker 2013:105）とされている． 
この解説を参考にすると，Military Culture とは Military という人間集団に直接的に所属
する Service Members（軍隊に所属する兵士を指す．以下，SM）と，その家族（Military Family
を指す．以下，MF）が，Military という組織・職業集団に関連している期間において影響
を受ける様々な習慣・慣習・価値・イデオロギー等を Military Culture ととらえることが可
能であろう． 
しかしながら，その影響は，Military という集団を離れた後，つまり退役し VT となった
人々の生活においても様々な影響をあたえると考えられる．そのため，Military Culture に





５次改正〕 平成 27 年 3 月 31 日 社援発 0331 第 48 号)（厚生労働省：2015）において示さ
れている，社会福祉士養成にかかわる各科目の「教育内容・ねらい・教育に含むべき内容」



















ここでは，MilSW に関連する公的機関等が公開している資料等において Military Cultur
e がどのようにとらえられているかについて，幾つかの資料より整理する．まず，Military 




















MilSWer の養成においても，Military Culture に関する教育は必要であることも指摘してい




る研究活動を展開している The Center for Deployment Psychology では，Military Culture
の全体を水に浮かぶ氷山に見立てて，その概念を以下のように整理している。（The Center 
for Deployment Psychology ：Why Know About Military Culture) 










Military における専門的な用語や略語さらには ARMY・NAVY・AIR FORCE・MARINE CORPに
おけるそれぞれのモットーや信条・本質的な価値さらには Military に入隊する際の宣誓な
どが含まれるとされる。 
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最後に，③「水線より下」（Below the Waterlime）については、①「水線より上」・
②「水線と一致」と比較すると視覚的な把握が困難なため把握ならびに認識が困難な部分
もあることから、Military Culture に属している SM・VTについて、他の文化との相違点
が容易に判断できる部分ではないとしている。さらにこの部分は Military Cultureの隠れ
た部分であり、直接的に教えられるものではない事柄も含まれるとされ、具体的には Mili
tary ならびに SM が所属するまた VT が所属していた部隊における、規律、チームワーク、
自己犠牲、闘争心、忠誠、戦士の価値、戦士の信条、戦士の精神などがあげられる。 




Military Cultureの理解は必須であり，これが MilSW がソーシャルワーク実践の領域にお
いて固有性の高い確立した領域とされる根拠の一つ考えられる． 
 
２ 支援過程における Military Cultureの知識・視点 
 ここでは，これまでの Military Culture に関する事項を基盤に，MilSW における Military 
Culture の知識の活用の実際について考察する． 
１）National Guardのメンバーとその MFを対象とした Military Cultureの講
習 
Center for Innovation and Research on Veterans & Military Families（以下，CIR）は，US
C School of Social Work の関連機関の一つであり，ともに USC の MilSWer の養成課程で




「Reintegration Partnership Project」がある． 
これは，California NationalGuardのメンバーがその 1年間のイラクでの戦闘活動を終え，
市民生活への移行に関連した課題の解決のために，エビデンスベースドの問題解決型の支
援活動を進めることを目的としている．また同時に，Reintegration Skills Training (RST)
を提供するとともに，その経過について継続して調査を行った． 
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さらにその一環として，2011 年 8 月 28・29 日に USC School of Social Work および 




ワークが提供され，その一つとして，Military Culture に関する講習が行われた． 
 
２）Military Cultureの講習内容の構成 




先ず，アメリカ合衆国国防総省（Department of Defense  以下，DoD)の組織体系につい
ての説明である．具体的には，DoD の機能・役割の概要ならびにその歴史と，その組織










する SM については，ARMY＝Soldier，NAVY＝Sailor， AIR  FORCE＝Air Man，MARINES
＝Marine 等）． 












また，これらの内容に関連し，Military Culture と Civilian Culture の差異について表３の
ように示している． 
 
表 ３ Military CultureとCivilian Cultureの差異． 









Fluid and equal Social Relationships 
（流動的で平等な社会的関係） 
出所 Costello , Alenkin(2011)より筆者が一部改変． 
 
以上が，Military Culture に関する講習内容の一部である． 
 
３）ソーシャルワーク実践における Military Cultureの知識の必要性 
また，先にあげた CIR では，この Military Culture に関して，民間のソーシャルワーカー
を対象に研修会を開催するとともに，2012 年 2 月には，New York Times との連携のもと，
オンラインにより「Military Behavioral Health Continuing Education Course」を開設し，その
中で民間の専門職を対象とした「MILITARY CULTURE－A Broad Introduction to Military 
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や退役軍人の文化」いわゆる「Military Culture」（正確には，military and veteran 





Coll, Weiss, Yarvis(2012:26)は図８のようにしめしており，図左上部に Military Culture
の項目があることからも分かるように，Military Culture は大きな影響を与えるものと考
えられ，また，それ以外にも民族・人種なども影響を与える要素として示している． 
現役の SMにとっては「いつでも Mission に参加できるか」という Military 中心の観点
が主となり，負傷した SM とっては「リハビリをして職務復帰をするか，軍隊を離れるか」
になるとされ，その根底には Military Cultureの影響もあると考えられる．この Military 












れる．軍はカンセリングに対する偏見を取り除くための新しい政策や PR キャンペーン 
  を採用しているが，深刻なスティグマはまだ残っている．精神衛生上の理由で除隊さ
せられることは稀にしても，職歴に悪影響を及ぼすと兵役者はまだ考えている．それ
37  USC・School of Social Work の Master of Social Work では， Clinical Practice with the Military 
Family: Understanding and Intervening の科目の目的として，Military Family への支援において理
解が必要とされる Military Culture への視点ならびに知識の習得があげられている
http://sowkweb.usc.edu/master-social-work/mswusc/sub-concentrations/military-social-work 
2014 年 8 月 5 日検索） 
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図 ８ 軍隊内部における立場の変化と支援の継続に関する概念図． 
出所 Coll, Weiss, Yarvis(2012) 26頁．







いソーシャルワーカーに対して様々な機関が web サイト上で，この Military Culture に関
する知識が習得可能なコース 38の設置も確認される．また，アメリカ軍との連携のもと SM
・VT・MFへの支援とそれに関わる様々な調査研究を行っている RAND39は，支援者が Military
や VT の文化に配慮している程度を理解するために，Military Culture に対する知識と認
















出所 Tanielian,T et al 2014：3頁． 
38  一例として，Center for Deployment Psychology（http://www.deploymentpsych.org/online-courses/military-culture），
NASW（https://www.socialworkers.org/practice/military/militaryculture.asp）等があげられる． 
39 RAND（Research ANd Development） アメリカ・カリフォルニア州にあるシンクタンクであり非営利組織である．
1946 年にアメリカ陸軍航空軍が設立し，現在はアメリカ軍医かかわる研究だけでなく，様々な領域での研究活動をす
すめている． 
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図１０ 支援者の Military Culture の能力に関する概念．  
出所  Tanielian,T et al 2014：6 頁． 
 
なお，図１０の①～⑥の詳細は，以下の通りである． 
①軍や退役軍人の文化に対する精通性のレベル           ④知識と認識 
②退役軍人やその MF に対してサービスを行いうる基準の適合性    ⑤適合性 



















図 １１ 支援者のエビデンスに基づいた支援を行う能力に関する概念． 
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⑧戦争において学んだ行為がどのようにして家庭での不適合を引き起こすか． 
 
表 ４ 支援者により報告された軍と退役軍人の文化における知識． 
出所 Tanielian,T et al 2014:15 頁． 
  












出所 Tanielian,T et al 2014:15 頁． 
 なお，表５の項目の詳細は以下の通りである． 
①軍歴やメンタルヘルスに関連する情報（例として，軍や退役軍人に対する手当や選択 


















 以上のことから，  MilSW の展開において Military Culture の知識・視点ならびにそれ
を展開過程の各段階において活用する技術が，MilSWer にとっては必要であることが明ら
かとなった．なお，この Military Culture はいわゆる軍隊経験が無いものはその理解が難
しいと言うことではなく，それは他のソーシャルワーク実践と同様に，専門知識を保有し
た上で，適切なコミュニケーションならびに受容・共感をすすめていくことと，何よりク











育協議会（Council on Social Work Education 以下，CSWE)ならびに全米ソーシャルワー















第１節 CSWEによる MilSWに関わる教育機関における専門職養成の概要 
１ アメリカにおける MilSWerの養成にかかわる機関 
１）ソーシャルワーク専門職の養成を行う教育機関 
 アメリカにおけるソーシャルワーク専門職の養成（学生および現任訓練も含む）につい
ては，CSWEならび NASWが大きな関わりを持っているとされ，特に 1952年に創設された CSWE
は，ソーシャルワーク専門教育に関わる「教育方針と認可基準」を設定し，ソーシャルワ
ークの教育を認可する組織として周知されている． 
 なお，2015 年 8 月 31 日の時点で，アメリカにおいて CSWE が認可した，Military Social 
Work に関わる専門課程のある大学は，以下のとおりである（CSWE, Seeking Institutions 
With MilSW Curricula）． 
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①  Boston College 
②  Boston University 
③  Bryn Mawr College 
④  Daemen College 
⑤  Dominican University 
⑥  Fayetteville State University 
⑦  Fordham University 
⑧  George Mason University 
⑨  Indiana University 
⑩  Monmouth University 
⑪  Norfolk State University 
⑫  Saint Louis University 
⑬  Savannah State University 
⑭  Smith College 
⑮  Texas State University–San Marcos 
⑯  Tulane University 
⑰  St. Catherine University/University of St. Thomas 
⑱  University of Alabama 
⑲  University of Connecticut 
⑳  University of Illinois–Chicago 
○21 E A  University of Illinois at Urbana–Champaign 
A○22 E A  University of Maryland 
A○23 E A  University of Missouri 
A○24 E A  University of North Carolina–Chapel Hill 
A○25 E A  University of North Carolina–Wilmington 
A○26 E A  University of Southern California 
A○27 E A  University of South Carolina 
A○28 E A  University of Texas at Arlington 
A○29 E A  Virginia Commonwealth University 
A○30 E A  Washington University 
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A○31 E A  Yeshiva University   
 
２）『Advanced Social Work Practice in Military Social Work』の背景 
 『Advanced Social Work Practice in Militar Social Work』は，CSWE が 2008 年に設







of Accreditation)において，認可の基準が定められるとしている．CSWE では 2008 年に，
Available Guides40として，５つの領域（Trauma・Clinical Social Work・Gerontology・
MilSW・Prevention of Substance Use Disorders）について示しており（CSWE：2008），
それぞれの領域について「Educational Policy」(以下，EP とする)の解説と，さらに専門
職養成において必要とされる視点・知識・技術等について整理してみる．  




年の歴史においても長期間にわたる継続と，多くの Service Members およびその Military 
Families が関与している実態を先ず指摘している．さらにそれに伴い，退役軍人も増加し
ているとしており，同資料が作成された 2010 年の時点で「100 万人以上がすでに退役し，
退役軍人省（VA）での勤務資格を有している」（CSWE 2010：1）としている． 
 また，IOM（Institute of Medicine）は，これらの戦争が過去の戦争と異なる点を認め，
多くの Service Members が複数の Deployment に直面するとともに，それにより何らかの身
40 各領域の Available Guide は以下の通りである，Trauma：Advanced Social Work Practice in Trauma ，Clinical Soci
al Work：Practice in Clinical Social Work ， Gerontology：Advanced Gero Social Work Practice Guide，Military Soci
al Work：Advanced Social Work Practice in Military Social Work，Prevention of Substance Use Disorders：Advanced 
Practice in the Prevention of Substance Use Disorders．なお，CSWE の Web サイト http://www.cswe.org/Accreditation/E
PASImplementation.aspx より入手可能．(2015 年 3 月 21 日現在)． 
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体的・精神的な障害を抱えて帰国・帰宅することが多くみられ，それによりその Service 
Members だけでなくその配偶者・子ども・親族が特徴的な課題に直面する（Institute of 
Medicine ：2010）としている． 






























～（10）a－ｄの項目が提示されており，さらにそれぞれについて Slected Practice 
Behaviors と MilSW Knowledge and Practice Behaviorsに関し，解説が行われている． 













２ CSWEの Education Policyの概要と考察－『Advanced Social Work 
Practice in Military Social Work』にもとづいて－ 
ここでは，①～⑩ａ－ｄにより構成される EP の各項目を提示するとともに，特に①，
②，③，⑦，⑨，⑩a－d については，EP の概要（一部抜粋・意訳）および Military Social 
WorkにかかわるSlected Practice BehaviorsならびにMilitary Social Work Knowledge and 
Practice Behaviors の概要を整理し考察を行う． 
①専門職としてのソーシャルワーカーの自覚とそれに応じた行動 
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また，習熟が必要とされる Military Social Work Knowledge and Practice Behaviors
（以下，「知識と実践行動）とする）については，以下のように整理している． 
 SM や VTと MF とコミュニティへのサービスに必要となる知識とスキルを高めるため，生
涯に渡って学習を継続し，スーパービジョン・コンサルテーションを求めることが必要で
あり，さらに SMや VTと MFとコミュニティに関する通念を払拭し，知識を構築するために，
個人のバイアスや固定観念に対処しながら，自己分析を行うものとする． 





































Military の職務に関連する課題や問題，そして Military という組織上の問題の複雑さを
理解するとともに，Military という組織と個人（SM および MF）の期待の違いについて熟
知する必要がある． 
 また，習熟が期待される「知識と実践行動」としては，先ず，SM や VTと MFと関連
する機関の特殊な関係性を分析し，理解を深めることが求められるとともに，そこで関係
するすべてのクライエントのニーズを満たすために，専門的な判断を下す．また，他の実









































ことも期待されるとともに，特に MilSW における高度な専門職は SM，VT とその MF，地域
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社会のニーズを満たすために，サービス実施システムの歴史，伝統，そして軍人の任務と
現在の傾向に精通している必要があると指摘している． 
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 また， MilSW に特化した Knowledge and Practice Behaviors の概要について整理を
進めたが，この『Advanced Social Work Practice in Military Social Work』は，CSWE
より 2010年に公表されたものであり，それまでは MilSWer の養成については，上記で整理
を進めたような体系的な教育方針は十分には設定されておらず，いわば臨床の中でソーシ
ャルワーカーは MilSW の適切な実践のための知識・技術の習得を進めていたと言えよう．









て，Web サイト上で公開している(NASW:Practice & Professional Development Practice)． 
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 NASW Standards for Social Work Practice in Child Welfare． 
 NASW Standards for Social Work Practice with Clients with Substance Use Disorders． 
 NASW Standards for Social Work Case Management． 
 Best Practice Standards in Social Work Supervision． 
 Guidelines for Social Worker Safety in the Workplace． 
 NASW Standards for School Social Work Services． 
 NASW Standards for Social Work with Service Members, Veterans,＆Their Families． 
 NASW Standards for Social Work Practice with Family Caregivers of Older Adults． 
 NASW Indicators for the Achievement of the NASW Standards for Cultural Competence   
in Social Work Practice． 
 NASW Standards for Clinical Social Work in Social Work Practice． 
 NASW and ASWB Standards in Technology and Social Work Practice． 
 NASW Standards for Social Work Practice in Health Care Settings． 
 NASW Standards for Social Work Practice in Palliative and End of Life Care． 
 NASW Standards for the Practice of Social Work with Adolescents． 
 NASW Standards for Continuing Education and the Social Work Profession． 
 NASW Standards for Social Work Services in Long-Term Care Facilities． 
 NASW Standards for Integrating Genetics into Social Work Practice． 
 NASW Standards for Cultural Competence in Social Work Practice． 








２)『NASW Standards for Social Work Practice with Services, Vetarans,＆ 
Their Families』の全体像 
 本ガイドラインの全体構成は以下のとおりとなる． 
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 （１）Introduction・Definitions・Guiding Principles・Goals． 
 （２）Standards for Professional Practice． 
  ①Standard 1. Ethics and Values． 
  ②Standard 2. Qualifications． 
  ③Standard 3. Knowledge． 
  ④Standard 4. Assessment． 
  ⑤Standard 5. Intervention and Treatment Planning． 
  ⑥Standard 6. Practice and Program Evaluation and Improvement． 
  ⑦Standard 7. Professional Development． 
  ⑧Standard 8. Supervision, Leadership, Education,and Training． 
    ⑨Standard 9. Documentation． 
    ⑩Standard 10. Interdisciplinary Leadership and Collaboration． 
    ⑪Standard 11. Cultural Competence． 
    ⑫Standard 12. Advocacy． 







の中では昨今の状況から MilSWer の必要性が高まっていることを示すとともに，MilSW 以
外の領域では，徐々にソーシャルワーカーが不足しつつあることにもふれている． 
 また，定義（Definitions）では，MilSWにおいて頻繁に用いられる特徴的な用語として， 
Client，DoD（U.S. Department of Defense），Family，Service Member，・Social Work Services，
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（２）Standards for Professional Practice（専門業務のための基準）． 
 ここでは，Standard for Professional practice の各項目の概要を提示するが，特に
MilSWの展開において重要と考えられる，Standard 1. Ethics and Values，Standard 3. 
Knowledge，Standard 4. Assessment，Standard 5. Intervention and Treatment Planning，
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①Standard 1. Ethics and Values（基準 1. 倫理観と価値観）． 
SM，VT，その MF となんらかの仕事をする場合，ソーシャルワーカーは全米ソーシャル 















③Standard 3. Knowledge（基準 3. 知識）． 























f 除隊: Military に固有の様々な種類の除隊の形式がありシステムが存在すること 
や，除隊が VTに与える影響とその後利用できるサービスについて理解すること． 




i MF システムと個人間の力動関係: 総合的なアセスメントを行い，ストレングスに基 
づくアプローチの適用をすすめるとともに，特に，繰り返される Deployment が家族機能と 
軍の MF のライフサイクルに及ぼす影響を認識することとしている． 
j 金融資源: 金融・経済状況に関する課題を理解すること． 
k 法的規制問題:統一軍事裁判法典 (UCMJ) など，適用可能な法律と規則を理解し遵守 
すること． 
l 役割と機能: SM，VT とその MF との業務を行う専門のソーシャルワーカーの多面的 
な役割と責任，および機会を述べること． 
m 環境:SM・MF・VT にサービスを提供する環境の範囲を理解しその範囲内で働くこと． 
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本項目に関する解説としては，アセスメントのスキルはソーシャルワークにおける基本 
的なスキルでアルトしそれは，SM・MF・VT への支援においても用いるものとし，アセスメ
ントの基本的な視点等について示されている（NASW 2012: 21-23）． 
a Military での経歴． 













e MF 構造と役割，配置と復帰が MF関係，子どもの発育，育児に及ぼす影響． 
f MF 内コミュニケーションと意思決定のパターンとスタイル． 
g 信仰，宗教，そして/または信念． 
h クライアントと/または MF の目標． 
i 社会的サポート．サポートシステム，利用可能な資源，アクセス障害を含む． 
j ソーシャルワーク・サービス，精神と行動上の医療処置についてのクライアントの認識．
過去の経験，DoD と VAを通じた諸手当とサービスでのクライアントの経験を含む． 
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⑤Standard 5. Intervention and Treatment Planning（基準 5. 介入と支援計画）． 







































⑦Standard 7. Professional Development（基準 7. 専門を深める）． 
SM，VT，その MF と働くソーシャルワーカーは，NASW Standards for Continuing Profe
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⑪Standard 11. Cultural Competence（基準 11. 文化的能力）． 
 ソーシャルワーカーは，SM，VT，その MFと関係すると思われる歴史，伝統，価値観，シ
ステムについての専門化した知識と理解を持ち，これを深め続けること．ソーシャルワー
カーは，NASW Standards for Cultural Competence in Social Work Practice (NASW: 2001) 
に精通し，これに従って行動すること（NASW 2012：32）． 
 本項目における解説としては，先ず，SM，VTとその MF の多様化が進んで着る井ことを





⑫Standard 12. Advocacy（基準 12.アドボカシー）． 
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第３節 USCにおける MilSWに関わる専門職養成体系 
１ USCにおける MilSW専門職の養成課程 
ここでは，アメリカにおける MilSW の概要に関する文献・資料研究を基盤に，大学院に
おいて MilSWer の養成を先進的に進めている南カリフォルニア大学（University of Southern 
California School of Social Work 以下，USC School of Social Work）の MilSWer の養成に関
わる課程（Military Social Work and Veterans Services Program）について考察するとともに，
実際に USC School of Social Work における講義等に参加しその体系と内容を整理した．ま
た，USC School of Social Work C の関連機関の一つである Center for Innovation and 
Research on Veterans and Military Families（以下，CIR）における各種研修等に参加
し，関係者よりソーシャルワーカーへの現任訓練の内容及び MilSWer の養成における USC
との連携等について資料・情報収集を行った．41 
 そこで，アメリカにおける MilSWer の養成に関わる課程を有する複数の大学院の中でも
USC School of Social Work における MilSWer の養成課程 42の全体像に着目し，どのような
体系により講義または演習等が進められているかについて概略を整理する． 
 USC School of Social Work と CIR は CSWE とともに，前述した『Advanced Social Work 
Practice in Military Social Work』の作成に大きな役割を果たした教育機関である．1920 年に
設立されており，大別すると Master of Social Work (大学院修士課程 以下，M.S.W) と 
Doctor of Philosophy (大学院博士課程 Ph.D.)により構成されており，2011 年当時において
は以下のようなコース体系が設定されていた． 
M.S.Wは主専攻（Concentrations）としての，１）Community Organization, Planning and 
Administration (COPA)，２）Families and Children，３）Health，４）Mental Health，
５） Social Work and Business in a Global Society，が，そして副専攻（Sub concentrations）
として，（１）Military Social Work and Veteran Services，（２）Older Adults，（３）
Public Child Welfare，（４）School Settings，（５）Systems of Recovery from Mental 
Illness が設置されていた（USC Social Work,MSW@USC＞Academic＞Concentrations：2012） ．
41 なお，本項の内容については，筆者が留学を行った 2011 年 8月～2012 年 9月までの内容であり，その後，2015 年
6 月時点で，USC School of Social Work におけるコース名称の変更等が確認されたが，科目内容等については大幅な
変更は認められなかったため，2012 年 8 月時点で筆者が把握した情報ならびに受講した科目の内容を元に論究を行っ
た． 
 
42 なお，Military Social Work and Veteran Services の全体像については，USC Social Work Virtual 
Academic Center：Military Social Work（(http://msw.usc.edu /academic/sub-concentration/military-so
cial-work/）に詳しい． 
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本研究においては，Sub Concentrationsの一つである Military Social Work and Veteran
’s Services（以下，MSWVS）に着目するが，この MSWVSは Sub Concentrations であるた
め，MSWVS に所属する学生は先ず上記の Concentrations のうちのいずれを専攻するかを決
定し，その後 Sub Concentrationsを選択することとなる．MSWVS を選択した学生の多くは，
MilSWの性質上，Concentrations としては，Mental Health を選択することが多いとされ
る．この MSWVS では，基本的に『Advanced Social Work Practice in Military Social Work』
の内容に準拠し構成されており，具体的には，a. The Military as a Workplace Culture， 
b. Managing Trauma and Post Traumatic Stress in Military Social Work and Veterans 
Services， c. Clinical Practice with the Military Family，d. Field Practicum，e. 
Elective options，の Courses Offeredが設定されている．いずれも，Military を対象とするソ
シーャルワー クに特化した内容となっているが，その中でも特に注目すべきは，Military という場に焦点を当
てたThe Military as a Workplace Cultureと考えられる．なお，全科目の科目名と概要につ
いては，章末の資料を参照(University of Southern California:2011)． 
 
２ MilSWの実践に関わる特徴的な科目の概要 
さて，ここでは USC School of Social Workの科目構成 43の中でも，他のソーシャルワーク領
域における知識と比較した際に特徴的な複数の科目の概要について整理する． 
 









43 2011-2012 年における科目構成については，USC School of  Social Work Schedul of Classes Archi
ve Fall 2011,USC School of  Social Work Schedul of Classes Archive Spring 2012,USC School of 
 Social Work Schedul of Classes Archive Summer 2012 を参照. 
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能である．なお，本科目における Military Cultureについては，Army・Air Force・NAVY
・Marine Corp・National Guardとその予備軍から構成される国軍，DoD の部門に関する背
景，構造，役割や使命の理解とそれらに対する認識を促すことが目的とされている(USC 
School of Social Work:2011)． 
 









限らない)多様性の影響に対して特別な注意を向けることである(USC School of Social 
Work:2011) ． 
 
３）Social Work Practice with Individuals 
 ソーシャルワーカーが活動をすすめる，複雑かつ多様な都市や地方の環境について彼ら
が置かれる状況・情報が与えられると，ジェネラリストにかかわるソーシャルワーク教育







School of Social Work:2011) ． 
 
４）Social Work Practice with Families, Groups and Complex Cases 
 MF，グループ，複合的な課題を抱える事例に対するソーシャルワーク活動．本科目は，
MFとグループに重点が置かれており，複数の段階にて支援を必要とする課題に対応できる




ループ学習をすすめ，最終的には，Problem based learning (PBL)approachについて学ぶ
(USC School of Social Work:2011) ． 
 
５）Crisis Intervention and Brief Therapy 
 本科目は，2年生を対象としており危機介入とに短期介入に関する理論と技術を教学ぶ
ためのより専門的な科目となる．短期介入にかかわるため，倫理的ならびに移転と逆移転
に関する問題も扱うこととなる．具体的には，（１）Crisis Intervention，（２）Short Term 
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況的危機，⑤退職，老化，出産等，⑥組織的危機，⑦医学的危機，のような課題を抱える
人々(ただし，それらに限定されない)への支援にかかわることとしている(USC School of 
Social Work:2011) ． 
 







合的な治療モデを紹介する(USC School of Social Work:2011) ． 
 
７）Clinical Practice with SM and VT 
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School of Social Work:2011) ． 
 
８）Clinical Practice with the Military Family: Understanding and Intervening 
 本科目は，軍隊関係者の MF の支援に関する理論的かつ実践的なアプローチについて習得

























に適切な機関と連携する方法を学ぶ 45 (USC School of Social Work:2011) ． 
 
 
第４節 「Clinical Practice with the Military Family:Understanding and  
Intervening」の構成と MilSWの展開 
ここでは，USC School of Social Work の全体像ならびに科目構成から，MilSW の実践
にかかわる複数の科目の中でも，特に総合的に SM・MF・VT への支援について理解を深める




１ 「Clinical Practice with the Military Family:                     
Understanding and Intervening」の受講状況より 
 ここで，この第６章の全体にかかわる事柄として，筆者が 2011 年・Fall Semesterから 
2012 年・Spring Semesterにおいて，USC School of Social Work・MilSW & Veteran’s Services
に聴講生として複数の科目を聴講した状況について整理を行う． 
 USC School of Social Work・MilSW & Veteran’s Services は，基本的に Masterコー
スであるため，基本的に２年間のコースであるが，図１２にあるように学生の状況に応じ
て，２年以上の在籍を前提とした履修も可能となっている． 
 また，この Military Social Work & Veteran’s Servicesには社会人の在籍学生も多
く，中には，現役の U.S.Army の学生だけでなく，U.S.Army・Marine Corp 等を退役しソー
シャルワーカーとして活動している学生もみられた．その中には過去にイラク・アフガニ
45  MilSW の活動に際して DV への対応が多いことから，筆者の留学時に，まず最初に受講の必要性を説明されたの
が，この DV の講義であった． 
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図１２ USC School of Social Work MSW Culliculum(2011-2012)． 
出所 USC Social Work Virtual Academic Center (2011)Web サイトより． 
   
 また，本科目の講義担当者は，自身もロサンゼルスで開業しているソーシャルワーカー
であり，実際に MilSWer としての活動の実績を持っており，事例を交えながらの講義が行 
われた．46 なお，本科目は図１３のように同一科目を複数の教員が学生の状況を考慮し
様々な時間帯に開講されていた． 
46  筆者が受講した講義の多くでは，事前にメールの添付ファイルで PPT の資料が送信され，なおかつ講義内では，
その資料にもとづく講義だけでなく，特に Military に関する知識については，様々な映像・動画を用い，いわゆる軍隊
経験のない受講生にとっても分かりやすく，講義が展開されていた． 
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図 １３ University of Southern Californi  Schedule of Classes Archive(2012)． 
出所 USC School of Social Work Schedul of Classes Archive Summer 2012 Web サイトより． 
 
２ Clinical Practice with the Military Familyの全１５回の講義概要 
 本科目の全 15 回の構成は以下の通りである．  
Unit1 Introduction to Course & the Culture of Military Family Life． 
Unit2 Systemic Approach to MF． 
Unit3 Military Deployment． 
Unit4 Understanding Combat Stress/PTSD and theMilitary Couple． 
Unit5 Child and Adolescent Approaches to Trauma． 
Unit6 Family Violence in MF． 
Unit7 Geographic Relocation & Diversity of Military Family Structure． 
Unit8 Substance Abuse in MF． 
Unit9 Attachment in the Military Family． 
unit10 Grief, Loss, and Suicide in the Military Family． 
Unit11 Retirement and Women in the Military． 
Unit12 Family Caregiving． 
Unit13 Support for MF． 
Unit14 Intimate Relationships After Wartime With Military Couples． 
Unit15 Self-Care for Trauma Psychotherapists． 
(上記の各講義概要は，筆者が受講した 2012 年 Spring Semesterにて配付された資料を基
に作成した．) 
本科科目名は，Clinical Practice with the Military Family: Understanding and  
Intervening であるが，いわゆる MF への支援のためには，当然のことながら SM の状況に
ついての理解が必要であり，各講義において SMが直面する生活課第二関する内容も含まれ
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ている．そこで次に上記の 15 回の講義の中から，特に，Unit2 Systemic Approach to MF 
・ Unit3 Military Deployment，の各講義概要を整理し，以下に提示する． 
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b MF が新しい適応力を身につけれるような支援． 
c MF が Deployment 期間を通じてより強力，強固なものになっていくような支援． 




①包括的括括的な SM の健康に関するプログラム． 
a 配偶者や夫婦に対する Pre-Deployment resilience training． 
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２）Unit3 Military Deploymentの講義内容 
 本講義は，SM の Deployment 期間において，その MFが経験する諸問題やストレス要因を
探るとともに，Deployment中に起こる感情のサイクルに着目し，家庭内での役割の変化と
適応，SM が帰還する際に経験する MF の再統合に関する諸課題について知識を深めること
を目的としている． 
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などについての，十分な準備が必要とされる．子どもを持っている家庭や片親の家庭につ
いては，誰が MF の面倒を見るのかという計画を立てておくことが必要とされる．この時期
は，SMに対する派遣前訓練が始まり，MF と SM の間に別離の感情が生まれ始めるとされる． 
b Pre-Deployment Stage における Emotional Cycle． 
a) Stage 1: Anticipation of Departure（段階 1: 出発が迫るにつれて）． 
否定と喪失の予期を交互に経験し，感情的になる可能性があるとともに，Deployment前
の家庭でのチェックリスト（SM の今後の不在に伴う準備項目）を全てこなそうとし，「思
い出」作りをしようとする．この段階は，前回の Deployment から MF が十分に再統合する
時間を経過する以前に訪れる場合もある． 
b) Stage 2:Detachment and Withdrawal（段階 2:別離と喪失）． 
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変化への視点（Deployment期間中は医師の診察にかかる割合が 20%増加するとされている），






b Deployment Stage における Emotional Cycle． 
a) Stage3: Emotional Disorganization（段階 3: 感情の崩壊）． 
















題や課題は，SM との意思疎通や，つながりの保持とされるが，それは Deployment 先の場
所や形式に左右されるといえる． 
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④ReDeployment and Post-Deployment Stages． 
a 概要． 




b ReDeployment and Post-Deployment Stages における Emotional Cycle． 
a) Stage5: Anticipation of Return（段階 5: 帰還の予測） 
概ね精神状態は安定しており，SM の帰還に備えて忙しく過ごす．この時期は，帰還と再
統合に関して，現実的な計画と予期される問題について話し合う必要がある． 
b)  Stage6: Return Adjustment and Renegotiation（段階 6: 帰還に伴う適応と再統合）． 
MFの中での役割や期待されていることを再設定する機会とされる．この場合，よく話 




c) Stage７：Reintegration and Stabilization（段階 7: 再統合と安定）． 









































d MFを (軍または地域の)支援機関に紹介する． 
e 相談に応じ，必要な介入をする． 
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（５）家庭に対する支援計画 





以上，アメリカにおいて，2010年より本格的に始動している大学院における MilSWer の 
養成体系について，MilSWerの教育指針が整理された『Advanced Social Work Practice in 




が明らかとなった．この点について本研究で取り上げた『Advanced Social Work Practice 
in Military Social Work』では，Military とそれに関わる人々への理解をすすめるため
の一つとして「Military Culture」への着目が，多くの教育方針の中で取り上げられてい
ることが判明した．また，アメリカにおける Military の社会的な位置づけや MilSW に対
するニーズも関連していると考えられるが，「Military Culture」の理解を促進するため
の教材または学習の場（MilSW に関連する機関の Web サイト等）も，充実しており，Military 
という「場」「環境」に対する理解の促進がはかられていることも明らかとなった． 




























第１節 我が国における「MilSW」の展開の検討を要する背景  
１ 防衛省・自衛隊における隊員・家族支援の概要 
１）隊員支援の概要 








51  我が国では MilSW という言葉はなじまないため，本章においては，自衛隊ならびに社会福祉士・精神保健福祉士
および研修プログラムに関連する論考において Military という言葉を用いる場合は，「MilSW」および「MilSWer」の
ように「 」として使用する． 
 - 167 - 













 さらに，『平成 26 年版 防衛白書』では，自衛隊員の自殺防止への取組として， 
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53  なお，自衛隊における家族支援の概要については，第５章 ６）我が国における Deployment に関わる支援状況 に
て詳述している． 
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表 ６ 2003～2014 年度までの各年度における自衛隊員の自殺者数． 
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この答弁から，いずれの年度においても陸上自衛隊員の自殺が高い値を示していること
が明らかであるが，これは防衛省（防衛省・自衛隊:2015）によると，各自衛隊の現員が，
2015 年 3 月 31日現在で，陸上自衛隊＝138,168 人・海上自衛隊＝42,209 人・航空自衛隊
＝3,266 人，となっていることからも分かるように，陸上自衛隊の現員が最も多数を示し
ていることも影響していると考えられる． 


















































































































合 計 ３２ １５９ １１８ １２３ ２８９ ９５ ２２８ 
 
出所 衆議院：2015 （表７は，内閣衆質一八九第二四六号衆議院議員阿部知子君提出 
自衛隊員の自殺，殉職等に関する質問に対する答弁書を元に筆者が作成）． 
 


























一般成人男性（40.8 人） ＞ 男性自衛官（35.8 人） ＞ イラク派遣自衛官（33.0 人） 
と指摘している． 
 
54  本資料は，本項第７章２・１）で参照した 2015 年第 189 回国会の質疑応答の経過の中に関連し，佐藤議員が自身
の Web サイトで公開したものである． 
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２）第 1次イラク復興支援活動における派遣前中後の隊員への支援概要より 
 ここで，上記の内容に関連し，2015 年 7 月に防衛省が公開した『イラク復興支援活動行
動史』55 （防衛省：2008)を参考に，イラク人道復興支援活動における陸上自衛隊の隊員
及び家族支援の概要に着目する．56 
 本資料は，第 1・２編に分かれており，構成としては，第 1 章 総説・第２章 派遣準

















55  本資料は，防衛省が 2008 年に作成したものであり，これまでは一部が黒塗りされ公開されていたが，2015 年 7
月に辻元清美 Official Website( http://www.kiyomi.gr.jp/blog/5969/）にて入手が可能となった． 
 
56 これまで本項では，MF・Deployment という用語を使用してきたが，この ２）では，自衛隊に関する資料を参照し
ているため，上記の用語は使用せず原文の「家族・派遣」という語句を使用する． 
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り，MilSW の実践に特化した知識・技術とくに後述する Military Culture 等に関する知識
に熟知する必要が認められるためである． 
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日曜日２コマ目：Military Culture とは． 




２ 「MilSW」研修プログラム試案 57 
１）オリエンテーション・自衛隊概論 














ることを確認し，（１）MilSW の定義（本研究第 3 章第 1節において整理を行った各種定 
義の紹介），（２）アメリカにおける MilSWer の養成体系の概要と習得が望まれる基礎的 
知識．以下の研修項目の内容が「MilSW」の展開において最低限必要な知識等であることを 
確認することを目的とする（主として，本研究第 6章第 2 節 2 において紹介した NASW 
の Standard1～12の概要ならびに，本研究第 6章第 1 節 3 で論究した CSWE の MilSW Knowl 
edge and Practice Behaviors の説明を行う）． 
57  以下の，プログラムの作成にあたっては，Flynn,M.S.(2014)，Castro,C.A.(2014)，Hassan,A.M.(2014)が，2014 年 4
月 2 日に Fu Hsing Kang College・National Defense University で開催された「Military Social Work Forum」において使用
した資料ならびに，Costello,Alenkin(2011)Military Culture 講習資料を参照した． 
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３）「MilSWer」の活動の全体像について 
（１）「MilSW」の対象者としての SM，VT，MF の特徴について（本研究第 4 章第 1～3 
節の概略を説明）． 
（２）「MilSWer」の活動内容（本研究第 4章第 1～3 節の内容の概略を説明）． 
 
４）Military Cultureとは 
（１）Military Culture 概論（本研究第 5章第 1 節の内容をもとに Military Culture の
定義と概要について説明）． 
（２）Military Culture を理解するためのポイント（Military Culture とシビリアンカル 
チャーとの違い等）． 
（３）自衛隊における文化の理解のために． 
例 a 入隊の方法と経路． 
b 入隊から退官までの経過（若年定年制・任期制について）． 
c 制服（画像を用いて説明）． 















出所 自衛隊岡山地方協力本部 Web サイトより． 
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e 自衛隊法および自衛隊員倫理法のポイントについて． 
  自衛隊法については，第一章 総則（第一条―第六条），第五章 隊員（第四節 服





MilSWにおける Military Culture の知識の活用例について． 
 
５）Deployment Cycleとは 
（１）Deployment Cycle ならびに Emotional Cycle of Deployment の概要（本研究第５章
第 1 節１を元に解説）． 
a Deployment が MF に与える影響． 














 さらに，本プログラムは終了にともないスペシャルストとしての MilSWer としての活動
が担保されるものではなく，正確には MilSW に関する「啓蒙」的な要素が強いと言えよう． 
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退役軍人，その家族を支援する Military Social Worker 養成の現状についてみてきた．そ
の際，過去ならびに現時点において，世界の各地で活動しているアメリカ軍に関わる





既述のように，アメリカにおいては，Military Social Work の実践活動の特徴に即し，
専門職としての Military Social Worker の養成に関し指針が設定されている．これは米国
ソーシャルワーク教育協議会（Council on Social Work Education）が作成・公表しているも
のであり，全てのソーシャルワーク実践領域に関わる専門職の養成において必要とされる
指針を基盤として，Military Social Work に従事する専門職に応じて設定されている．そ
の中では，Military Social Work の定義が提示されているだけでなく，教育方針及び習得
が必要とされている知識・技術が 10 項目にわたって整理されている．また，各項目につい
て，Selected Practice Behaviors・Military Social Work Knowledge and Practice Behaviors
が設定されている．その資料に基づき考察をすすめることにより，Military Social Worker




実践概要さらには MilSW における専門職としての MilSWer の養成体系について論究してき
たが，これがそのまま我が国に移植できるわけはない．しかし，我が国では，昨今の「平
和安全法制整備法：我が国及び国際社会の平和及び安全の確保に資するための自衛隊法等
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 例えば，MilSW が Military 内部での活動を行っていることにより，戦争そのものを肯定
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 本研究では，主としてアメリカの MilSW にかかわる先行研究ならびに USC School of 




（２）MilSW の実践状況の確認と MilSWer へのインタビュー・調査等に基づく，活動内容 
の分析． 
（３）自衛隊への MilSW への活用を論じる上での，自衛隊の各駐屯地等で行われている隊 
員・家族支援の実態ならびに各地の自衛隊病院のソーシャルワーカーの活動実態の未把握． 
（４）より詳細な MilSWer の活動内容の分析． 
（５）MilSW の展開の場の未確認． 






































 また，2011 年 8月から 1年間の留学を受け入れていただきご指導いただきました Center  
for Innovation and Research on Veterans and Military Families Director（当時）の 
Dr Anthony M.Hassan ならびにスタッフの皆様，そして USC School of Social Work の 
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資 料 
１.第６章・第３節 ２ MilSW abd Veteran Services の特徴と各科目の概要：科目一覧資料 
Children and Families in Urban America（アメリカ都市部の子ども達と MF）． 
子ども達・家族・地域と人的サービス専門家のパートナーシップ，アメリカ都市部におけ
る職種を超えた活動の状態に関する原理の基礎を学ぶ． 
Adolescent Gang Intervention（青年ギャングへの介入）． 
ギャング問題 (特にロサンゼルス地区)，ギャングへの介入，増加するギャング問題に対処
を学ぶ． 
Human Behavior and the Social Environment I（人間の行動と社会環境 I）． 
生態系のパラダイム関連し，人格，家族，グループ，組織，地域，文化およびこれらのシ
ステム間での相互作用の理論を探求する． 
Human Behavior and the Social Environment II （人間の行動と社会環境 II）． 
通常ならびに病的な状態における，発達の連続性に影響する要因について学ぶ． 
Policy and Practice in Social Service Organizations （社会サービス機関の方策と活
動）． 
政策内容，組織論および実施制度の開発に重点を置いた社会福祉法人についての研究． 
Social Welfare （社会福祉）． 
現在の米国の社会福祉プログラムの構造と運営 (社会政策分析)． 
Social Work Practice with Individuals （個人のための社会福祉実践）． 
個人へのソーシャルワーク実践に重点を置いたソーシャルワークの基礎となる理論と原理
について学ぶ． 




Social Work Research （ソーシャルワークリサーチ）． 
研究課題の概念化，研究デザイン，見本抽出，計測，データ収集，データ分析を含む研究
方法入門． 
Field Practicum （実習）． 
個人，家族，団体，地域，組織との活動におけるジェネラリストとしての実践技能を修得
するためのスーパービジョンを伴う実習． 
Integrative Learning for Social Work Practice （ソーシャルワーク実践の統合学習）． 
政策，研究，人間の行動，社会福祉事業，実地研修の統合的内容．． 
Directed Research （研究指導）． 
修士号取得につながる研究．． 
Special Topics （特別課題）． 
社会福祉事業における現在の問題，傾向，開発． 




Human Development and Mental Health （人間発達と精神保健）． 
精神保健領域環境でクライアントとなる個人，家族，団体の行動とそれによる予期しない
結果を生む問題について理解する． 
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Psychopathology and Diagnosis of Mental Disorder （精神疾患の精神病理学と診断）． 
精神病理学の評価，精神疾患の診断制度の論理根拠とその形成ついて学ぶ． 
Social Work Practice in School Settings （学校環境におけるソーシャルワーク実践）． 
生態系視点を基に，学校環境でのソーシャルワーク実践の政策，理論，原理を探求する． 
Brief Therapy and Crisis Intervention （短期療法と危機介入 ）． 
様々な精神保健および保健環境での多様なクライアントのための短期療法と危機介入の理
論と多様なアプローチについて学ぶ． 












 Evaluation of Research: Community Organization, Planning and Administration（研
究の評価: 地域組織，計画，管理 ）． 
質的手法，参加型活動研究，プログラム評価，ニーズ評価を強調したマクロ活動の研究． 




 Policy in the Health Care Sector （ヘルスケア部門における政策）． 
様々な健康問題や政策作成過程を指摘する行動，演習，研究方法の分析． 
Treating Trauma and Post Traumatic Stress (心的外傷および心的外傷後ストレスの治療）． 
PTSD の治療において使用する理論的および実践的アプローチ．PTSD に対する最善策および
現在の証拠に基づいたモデルに対する学生の知識を高める． 
Military Culture as a Workplace Environment（職場環境における Military Culture）． 
性別，階級構造の役割，基礎訓練の心理的発達，カウンセリング倫理を含む職場としての
軍隊の複雑な問題の研究． 
Clinical Practice in Mental Health Settings （精神保健福祉領域における臨床実習）． 
インテークから終結までのソーシャルワーク実践の展開過程．広い範囲の精神保健環境に
おける社会福祉事業に必要な臨床技能に重点を置く． 
Management for Community and Social Services （地域および社会サービスの管理）． 
戦略管理，財務分析，革新的プロジェクト開発に主に重点を置いた都市環境での管理方法
と原理． 
Social Work Practice with Severely and Persistently Mentally Ill （重度で継続的な
精神疾患患者に対するソーシャルワーク実践 III）． 
重度で継続的な精神病患者に実践できる基礎と高度な知識と技能の統合を目指す． 
Consultation, Coaching and Social Entrepreneurship（相談，指導，社会福祉事業の起業）． 
ソーシャルワーカーが非営利および営利企業において果たす役割を探求する． 
 Program Development and Grant Writing for Social Workers（ソーシャルワーカー社会
福祉士のためのプログラム開発と補助金申請）． 
直接的ならびにマクロソーシャルワークの専門知識に関連する計画とプログラム開発． 
Domestic Violence （ドメスティック・バイオレンス）． 
ＤＶの認識と効果的な介入方法および防止方法の探求． 
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Social Work and Law （ソーシャルワークと法律）． 
法律の構造および手続きにおけるソーシャルワークの役割，機会，懸念点の探求． 
Managing Change and Organization Development（変更および組織開発の管理）． 
組織の効果的な改善および組織開発プログラムを計画，導入，評価するために必要な概念
的な骨組と実践技能． 
















Loss, Grief and Bereavement （喪失，悲しみ，死別）． 
個人，MF，愛する者たちが経験する喪失，死，死別の体験に焦点を置く． 
Group Psychotherapy in Mental Health Settings（精神保健福祉領域における団体心理療法）． 
様々な精神保健福祉領域での活動を行うソーシャルワーカーとしてのグループサイコセラ
ピーを学ぶ． 
Research Project I（研究プロジェクト I）． 
専門研究プロジェクトの提案書の受理に対して単位が与えられる． 
LGBT Psycho/Social/Political Issues  性的少数者の心理/社会/政治的問題． 
レズビアン，ゲイ，両性愛者，性転換者のクライアントと作業する際に，社会福祉士が知
っておくべき臨床，社会，政治問題の概要． 
Research Project II （研究プロジェクト II）． 
専門研究プロジェクトの提案書の受理に対して単位が与えられる． 




Explanatory Theories for Larger Social Systems（広範囲な社会制度のための説明的理論）． 
組織および地域の行動理論と，その社会サービスの発展に対する影響に関連付けて探求． 
Policy Analysis and Advocacy in a Comparative Social Policy Context（比較社会政策
の中での政策分析およびアドボカシー）． 
米国及びその他の福祉国家の進化ならびに国際福祉機関の分析と比較による政策分析の実施． 
Introductory Social Work Statistics （ソーシャルワーク統計学入門）． 
一変量と二変量の記述および推測統計学の基礎コース．基礎的なコンピューター技能と統
計学ソフトウェアの使用を学ぶ． 
Social Work Research Methods I（ソーシャルワークリサーチⅠ）． 
問題形成，計測，設計，見本抽出，データ源を含む研究モデル，疑問の性質，研究過程．
博士課程の学生のみ． 
Advanced Multivariate Statistics（高度多変量統計学）． 
限られた従属変数 を使用する単一方程式統計学モデリングの入門． 
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Guided Teaching Experience （指導教員体験）． 
教職員による指導，カリキュラム作成の議論，観察，準備と特定コースセッションの実施． 



















Clinical Practice with Older Adults（高齢者領域での臨床実習）． 
成人期とそれ以降の人生の開発タスクと同時に，老化に関する問題や障害の評価と介入． 




Evaluation of Research: Mental Health（研究の評価: 精神保健福祉領域）． 
精神保健福祉領域に関して実施された様々な研究，特定研究報告書と社会福祉事業への適
用に対する評価． 








Clinical Practice with the Military Family（Military Family への臨床実践）． 
Military Family との臨床実習に対する理論的かつ実践的なアプローチ．軍事制度における
共通する社会問題と家族の機能について学ぶ． 
Case Management as a Service Model（サービスモデルとしてのケースマネジメント）． 
移行計画，使用管理，資源の使用を含む多様な人口に対する増加する費用有効性とケアの
質のためのサービスモデルとしてのケースマネジメント． 
Clinical Practice with Couples（カップルとの臨床実習）． 
カップルに多く共通する問題を改善するための主要モデルと多様な介入方法の探求． 
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Managing Diversity in a Global Context（国際環境における多様性の管理）． 
職場での協調性と生産性を高めるための革新的活動に対する学際的なアプローチ． 




Community Practice for Social Change（ソーシャルチェンジのための地域活動）． 
学生たちが複雑で多様な地域環境の中で効果的に働けるように準備する． 




Diagnosing Psychopathology: Introduction to DSM IV-TR（診断精神病理学: DSMIV-TR
入門）． 
成人精神病理学分野と診断における幾つかの問題を詳しく探求する． 
Theories for Practice with Small Systems（小規模な制度における実践理論）． 
初期の実践理論とその歴史的背景を探求するとともに，個人，家族，集団のための現在の
実践理論を進化させるための方法について学ぶ． 
Social Work Research Methods II: Issues in Research for Social Work Practice （ソ
ーシャルワークリサーチの法 II: ソーシャルワークの研究における課題）． 
学生たちにソーシャルワークに関する２分野における高度な方法論の知識を提供するため
の研究方法: 精神療法結果研究とプログラム研究． 
Introduction to Qualitative and Mixed Research Methods（質的研究および複合研究方
法入門）． 
社会，臨床，保健サービス研究における質的および複合研究方法の概要． 
Assessment in Social Work Practice（ソーシャルワーク実践における評価）． 
心理社会評価に主に重点を置いたジェネラリストソーシャルワークに基づく理論と原理． 
The Role of Evidence-Based Practice in Social Work （ソーシャルワークにおけるエビ
デンスに基づく業務の役割）． 
エビデンスに基づく業務方法の開発における重要な役割研究の学習． 
Neuropsychological Development （神経心理学）． 
ソーシャルワークの中での人間の神経心理学発達の学習． 
Feminist Theory, Social Action, & Social Work: Philippines（男女同権主義者理論，
社会活動＆社会福祉事業: フィリピン ）． 
フィリピンをケーススタディーとして使用し，男女同権主義者の視点を通した政治，経済，
社会，文化の理解と意識を学ぶ． 
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No 執筆者名 書名 出版社 出版年等 
新聞 
  １ 朝雲新聞社 朝雲 朝雲新聞社 毎週木曜日 






































 ２ 杉山隆男 兵士に聞け 新潮社 1995 年 
 ３ 杉山隆男 兵士を見よ 新潮社 1998 年 
 ４ 杉山隆男 兵士を追え 新潮社 2005 年 
 ５ 杉山隆男 兵士に告ぐ 新潮社 2007 年 
 ６ 杉山隆男 兵士は起つ 新潮社 2013 年 
 ７ 防衛省 防衛白書 ぎょうせい 各年 









 ９ 三島正 ニッポンの「兵士」たち 時事画報社 2007 年 
１０ 三宅勝久 悩める自衛官 花伝社 2004 年 
１１ 三宅勝久 自衛隊員が死んでいく 花伝社 2008 年 
１２ 三宅勝久 自衛隊という密室 高文研 2009 年 
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  １ 防衛医学学会 防衛医学  2007 年 

















No サイト名（50 音順） ＵＲＬ 
  １ 朝雲新聞社 http://www.asagumo-news.com/ 
  ２ 海上自衛隊 http://www.mod.go.jp/msdf/ 
  ３ 航空自衛隊 http://www.mod.go.jp/asdf/ 
  ４ 防衛ホーム新聞社 http://www.boueinews.com/ 
  ５ 防衛省・自衛隊  http://www.mod.go.jp/ 
  ６ 防衛省統合幕僚監部  http://www.mod.go.jp/js/ 
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２）「MilSW」概論（定義・CSWE・NASW） 
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 出典 Wooten,N.R（2015) S12-13 を基に作成．一部改変． 
Wooten,N.R(2015). Military Social WorkW: Opportunities and Challenges for Social   
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４）Military Culture とは ②自衛隊における Military Culture の理解のために必要な 
基礎知識（平成 19 年度版 防衛白書）（防衛省：2007） 
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